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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
年
１
月
の
小
田
尚
理
事
長
の

任
期
途
中
で
の
退
任
を
受
け
、
２
月
15
日
に
緊
急
理
事
会
が

招
集
さ
れ
、
互
選
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
新
聞
専
務
執
行
役

員
論
説
委
員
長
の
原
田
亮
介
さ
ん
が
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ

た
。
任
期
は
、
前
理
事
長
の
残
り
任
期
で
あ
る
来
年
５
月
ま

で
。

　
選
出
後
、
理
事
会
で
原
田
新
理
事
長
は「
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
は
来
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。
歴
史
の
中
に
言
葉
を
刻

む
の
が
わ
れ
わ
れ
の
仕
事
で
あ
り
、デ
ジ
タ
ル
対
応
も
含
め
、

当
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負

を
述
べ
た
。

　
原
田
新
理
事
長
は
新
潟
県
出
身
で
、
１
９
８
１
年
に
日
本

経
済
新
聞
社
に
入
社
。
社
会
部
、
経
済
部
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
特
派
員
と
し
て
勤
務
。 

日
経
ビ
ジ

ネ
ス
編
集
長
、
金
融
部
長
、
政
治
部
長
な
ど
を
経
て
、
２
０

１
６
年
３
月
か
ら
現
職
。
当
ク
ラ
ブ
で
は
企
画
委
員（
09
年

３
月
か
ら
12
年
４
月
ま
で
）を
務
め
、
15
年
に
は
理
事
に
な

り
総
務
委
員
長
を
務
め
て
き
た
。

　
原
田
氏
の
理
事
長
選
出
で
空
席
と
な
っ
た
総
務
委
員
長
に

は
小
松
浩
・
会
員
資
格
委
員
長（
毎
日
新
聞
主
筆
）が
、
会

員
資
格
委
員
長
に
は
新
理
事
の
田
中
隆
之
・
読
売
新
聞
執
行

役
員
論
説
委
員
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。

 

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

※
２
ペ
ー
ジ
に
新
旧
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
を
掲
載
し
ま
し
た
。

新
理
事
長
に
原
田
亮
介
さ
ん（
日
経
）就
任

総
務
委
員
長
に
は
小
松
浩
さ
ん（
毎
日
）
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平昌冬季五輪のフィギュアスケートで66年ぶりの五輪連覇を果たした羽生結弦選手が、帰国
の翌日、日本記者クラブ主催の会見に応じた。最後に、恒例の揮ごうについて語る
＝2月27日　会見場（5ページに関連記事）

撮影：津野　義和（ガンマ通信東京支局）

577_P1-3,24-26.indd   1 2018/03/06   17:53:09



No.577　2018.3.10　日本記者クラブ会報◦ 2

新旧理事 長

　
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
が
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
で
総
会
記
念
講
演
を
し

た
の
は
１
９
７
６
年
の
こ
と
だ
っ

た
。記
者
出
身
の
司
馬
さ
ん
ら
し
く
、

「
庄
屋
の
情
報
を
反
省
す
る
」と
い

う
演
題
で
、
日
本
人
の
情
報
へ
の
対

処
が
い
か
に
い
い
か
げ
ん
か
を
ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
て
説
い
た
。

　
遊
牧
民
は
次
の
居
留
地
に
牧
草
が

な
け
れ
ば
家
畜
が
死
に
絶
え
て
し
ま

う
、
だ
か
ら
偵
察
＝
情
報
収
集
は
集

団
の
生
死
が
か
か
っ
た
真
剣
な
行
為

な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
何

が
起
き
て
も
集
落
共
同
体
で
稲
作
を

し
て
い
れ
ば
基
本
、
食
べ
る
に
困
る

こ
と
は
な
い
、
だ
か
ら「
情
報
が
一

番
大
事
だ
と
い
う
精
神
の
不
足
が
大

き
い
」と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ソ
連
戦
車
部
隊
の
攻
撃
で

壊
滅
し
た
日
本
の
戦
車
に
つ

い
て「
と
て
も
ダ
メ
だ
」と

少
尉
が
見
た
ま
ま
を
語
る

と
、
大
本
営
詰
め
の
少
佐
が

何
も
知
ら
な
い
の
に「
全
部

噓
で
あ
る
」と
断
じ
た
と
い
う
。
こ

と
ほ
ど
さ
よ
う
に「
情
報
の
前
に
は

観
察
す
る
こ
と
が
あ
り
、
観
察
す
る

前
に
は
観
察
す
る
に
耐
え
る
知
性
と

度
胸
の
よ
う
な
も
の
を
養
う
必
要
が

あ
る
」。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
理
事
長
に
就

任
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
話
を
思
い

出
し
た
の
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役

割
と
本
質
を
言
い
当
て
て
い
る
か
ら

だ
。
工
業
化
で「
日
本
が
一
番
、
情

報
を
必
要（
中
略
）、
稲
作
の
庄
屋

さ
ん
の
感
覚
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な

い
」。

　
司
馬
さ
ん
の
講
演
か
ら
42
年
が
た

つ
。
も
ち
ろ
ん
当
時
は
想
定
も
し
な

か
っ
た
課
題
に
、
私
た
ち
は
直
面
し

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
組
織
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
基
盤
を
掘
り
起
こ
し

か
ね
な
い
。
だ
が
、私
は
楽
観
的
だ
。

ど
ん
な
に
米
国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
企
業
が
隆
盛
を
誇
ろ
う
が
、
一
次

情
報
を
取
材
し
、
正
確
に
報
じ
ら
れ

る
の
は
プ
ロ
で
あ
る
記
者
し
か
い
な

い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
司
馬
さ
ん

の
厳
し
い
言
葉
を
か
み
し
め
た
い
。

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
使
命
は
、
正
確
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
情
報
発
信
の
場
と
な

る
と
と
も
に
、
現
役
記
者
の
取
材
技
術
を

向
上
さ
せ
る「
記
者
ゼ
ミ
」を
提
供
す
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
原
田
亮
介
新
理
事
長
の
下
で
、
こ
う
し

た
機
能
に
ま
す
ま
す
磨
き
が
掛
け
ら
れ
る

こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
今
年
は
、

北
朝
鮮
情
勢
や
憲
法
改
正
論
議
な
ど
を
め

ぐ
っ
て
、
積
極
的
に
記
者
会
見
や
勉
強
会

を
開
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ま

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
突
然
、「
一
身
上
の
都
合
」
に
よ
り
、

理
事
長
を
退
任
し
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
し
た
。
国
会
同
意
を
伴
う
人

事
の
候
補
と
な
っ
た
た
め
、
そ
う
し
た
表

現
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
理
事
や
会
員
、
事
務
局
の
方
々
に
は
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
本
部
客
員
研
究
員
）

就任にあたって

退
任
に
あ
た
っ
て

情報軽視の「庄屋の感覚」から脱皮を
司馬さんの言葉かみしめて 理事長　原田　亮介

記
者
ク
ラ
ブ
の
使
命
と
機
能

小
田

　尚

（
は
ら
だ
・
り
ょ
う
す
け
　
日
本
経
済
新

聞
社
専
務
執
行
役
員
論
説
委
員
長
）

＊
司
馬
さ
ん
の
講
演
録
は
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
入
手
可
能
で
す
。

●
第
６
１
１
回
理
事
会（
２
・
15
　
Ｃ
ホ
ー
ル
）

　
①
読
売
新
聞
社
の
小
田
尚
前
理
事
長
か
ら

田
中
隆
之
同
社
執
行
役
員
論
説
委
員
長
へ
の

理
事
交
代
を
承
認
し
た
。
②
理
事
長
に
日
本

経
済
新
聞
社
の
原
田
亮
介
理
事
を
選
定
し

た
。
③
原
田
新
理
事
長
が
、
総
務
委
員
長
を

毎
日
新
聞
社
の
小
松
浩
理
事
に
、
会
員
資
格

委
員
長
を
田
中
理
事
に
委
嘱
し
た
。

出
席
　
原
田
理
事
長
、
近
藤
、
荒
木
の
両
副

理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
、
西
村
、
小
松
、

田
中
、
小
林（
毅
）、
渡
邊
、
石
杜
、
深
田
、

後
藤
、
林
、
堅
田
、
友
安
、
加
藤
、
袴
田
、

篠
塚
、
吉
次
、
小
林（
幹
）、
西
野
、
富
田
、

の
各
理
事
、
宮
田
、
三
木
の
両
監
事
。

●
第
３
９
０
回
会
報
委
員
会

�

（
２
・
８
　
小
会
議
室
）

　
３
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
小
林
委
員
長
、
梅
原
、
高
橋
、
勝
沼
、

草
間
、仙
石
、大
寺
、小
池
、長
友
の
各
委
員
。

●
第
４
８
２
回
企
画
委
員
会

�

（
２
・
15
　
会
見
場
）

　
今
後
の
ゲ
ス
ト
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
上
田
、
倉
重
、
坂
東
、

橋
本
、
今
井
、
別
府
、
小
川
、
榊
原
、
杉
田
、

川
上
、
山
田
、
木
村
、
友
安
、
瀬
口
、
宮
内
、

島
田
、
出
川
、
小
栗
、
川
村
、
平
井
、
福
田
、

橋
場
の
各
委
員
。

●
第
４
８
６
回
会
員
資
格
委
員
会

 

（
２
・
16
　
小
会
議
室
）

　
新
委
員
長
の
田
中
氏
が
挨
拶
し
、
３
月
１

日
付
入
退
会
を
審
議
、
理
事
会
に
答
申
し

た
。

出
席
　
田
中
委
員
長
、
栗
原
、
海
保
、
越
中
、

石
井
、根
本
、井
上
、神
田
、青
木
の
各
委
員
。

577_P1-3,24-26.indd   2 2018/03/06   17:53:10



3◦日本記者クラブ会報　2018.3.10　No.5773◦日本記者クラブ会報　2018.3.10　No.577

特 別試写会　

　
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
イ
ン
ク
の
匂
い
が
漂
っ

て
き
そ
う
な「
紙
の
時
代
」の
新
聞
の
、
勇

気
と
連
帯
の
物
語
。
試
写
終
了
後
に
拍
手
が

わ
い
た
の
も
納
得
の
出
来
栄
え
だ
。

　
ス
ク
ー
プ
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
で
は
な
く
、
抜
か
れ
て
追
い
つ
く
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
を
主
役
に
し
た
の
が
良
か
っ

た
。
屈
辱
を
バ
ネ
に
す
る
記
者
た
ち
を
縦
糸

に
、
女
性
経
営
者
グ
ラ
ハ
ム
と
編
集
主
幹
ブ

ラ
ッ
ド
リ
ー
の
男
女
を
超
え
た
友
情
を
横
糸

に
、
映
画
は「
国
益
と
は
何
か
」「
誰
が
そ
れ

を
判
断
す
る
か
」を
鋭
く
問
う
。

　
こ
の「
国
家
ｖｓ
新
聞
」の
闘
い
が
新
聞
の

勝
利
に
終
わ
っ
た
史
実
は
誰
も
が
知
る
が
、

マ
ク
ナ
マ
ラ
が
20
年
間
に
わ
た
る
ベ
ト
ナ
ム

関
与
政
策
失
敗
の
経
緯
を
文
書
に
ま
と
め
る

よ
う
指
示
し
た
こ
と
は
、
正
当
に
評
価
さ
れ

る
べ
き
だ
と
思
う
。
少
な
く
と
も
彼
は
、
歴

史
の
法
廷
か
ら
は
逃
げ
な
か
っ
た
。

　
記
録
を
残
し
た
政
治

家
。
報
道
の
自
由
に
軍
配

を
上
げ
た
司
法
。
危
険
を

顧
み
ず
内
部
告
発
し
た
エ

ル
ズ
バ
ー
グ
。
タ
イ
ム
ズ

１
紙
の
闘
い
に
せ
ず
隊
列

に
加
わ
っ
た
ポ
ス
ト
や
各

紙
。
ど
れ
が
欠
け
て
も
ペ

ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ

を
め
ぐ
る
物
語
は
完
成
し

に
迎
え
入
れ
、
そ
れ
ま
で

淡
々
と
編
集
局
内
を
案
内

し
て
く
れ
て
い
た
キ
ャ
メ

ロ
ン
・
バ
ー
局
長
が
急
に

冗
舌
に
な
っ
た
。

　
編
集
局
中
心
部
の
壁
に

飾
ら
れ
た
ベ
ン
・
ブ
ラ
ッ

ド
リ
ー
氏
の
名
言「
中
身

が
ど
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
て

も
、
真
実
は
、
長
い
目
で

見
れ
ば
ウ
ソ
ほ
ど
危
険
で

な
か
っ
た
。
輝
い
て
い
た
の
は
新
聞
と
い
う
よ
り

も
米
国
の
民
主
主
義
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
た

だ
の
あ
て
こ
す
り
映
画
で
は
な
い
。

　
今
な
ら
内
部
告
発
者
は
文
書
を
ま
ず
ネ
ッ
ト

に
流
す
か
も
し
れ
な
い
し
、
新
聞
の
結
束
に
も

疑
問
符
が
つ
く
。
だ
が
、
真
実
を
明
る
み
に
出

す
た
め
勇
気
を
持
っ
て
粘
り
強
く
仕
事
す
る
新

聞
の
役
目
は
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。
こ

の
映
画
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
い
記
者
は
一
人

も
い
な
い
だ
ろ
う
。

 

毎
日
新
聞
社
主
筆
　
小
松
　
浩

 
●
ク
ラ
ブ
訪
米
団
が
映
画
化
の
情
報
入
手

　「
実
は
あ
の
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
が
ワ
シ
ン

ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
と
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
ズ

を
題
材
に
し
た
映
画
を
撮
っ
て
い
る
ん
だ
」―
。

昨
年
９
月
、
ク
ラ
ブ
訪
米
団
を
ポ
ス
ト
紙
本
社

●「紙の時代」
　新聞の勇気と連帯の物語

は
な
い
」＝
写
真
＝
を
前
に
、
し

ば
し
同
氏
の
武
勇
伝
を
披
露
し
た

後
の
こ
と
。
聞
け
ば
、
同
氏
は
ト

ム
・
ハ
ン
ク
ス
、キ
ャ
サ
リ
ン
・
グ

ラ
ハ
ム
氏
は
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー

プ
と
い
う
２
大
名
優
が
演
じ
る
と

い
う
。
バ
ー
氏
は「
ど
れ
ほ
ど
本

物
に
似
る
の
か
な
」と
、
や
や
心

配
し
て
い
る
風
で
も
あ
っ
た
が
、

ど
う
し
て
、ど
う
し
て
、完
成
し
た

映
画
の
２
人
は
写
真
に
残
る
イ
メ

ー
ジ
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　
ポ
ス
ト
紙
は
２
０
１
３
年
、
ネ
ッ
ト
通
販

大
手
ア
マ
ゾ
ン
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
創
業
者
の

ジ
ェ
フ
・
ベ
ゾ
ス
氏
に
２
億
５
０
０
０
万
ド

ル
で
買
収
さ
れ
、
グ
ラ
ハ
ム
家
の
家
族
経
営

は
終
わ
っ
た
。
本
社
も
、
か
つ
て
の
場
所
か

ら
数
ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
瀟
洒
な
ビ
ル
に
移
転

し
、
映
画
に
漂
っ
た
活
版
と
イ
ン
ク
の
匂
い

は
影
も
形
も
な
い
。
そ
し
て
、
デ
ス
ク
陣
か

ら
記
者
ま
で
、
新
経
営
方
針「
デ
ジ
タ
ル
・

フ
ァ
ー
ス
ト
」を
口
に
す
る
。

　
変
わ
ら
な
い
の
は
、
真
実
を
追
求
し
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
頂
点
と
す
る
権
力
の
あ
り

方
を
チ
ェ
ッ
ク
し
続
け
よ
う
と
す
る
使
命
感

だ
ろ
う
。
今
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
主
は
、

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
氏
の
言
葉
を
ど
う
受
け
止
め

る
だ
ろ
う
か
。

 
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
　
大
内
　
佐
紀

24
㌻
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関
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記
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３
月
30
日（
金
）全
国
公
開

　
２
月
７
日（
水
）、
ス
ペ
ー
ス
Ｆ
Ｓ
汐
留
で

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
に
特
別
試
写
会

が
開
催
さ
れ
、
約
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

「
ペ
ン
タ
ゴ
ン・ペ
ー
パ
ー
ズ
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北
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ー
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／
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／
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憲
法
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」宍
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雅
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「
朝
鮮
半
島
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ハサン・ムラット・メルジャン　駐日トルコ大使

　大使は、産業工学専攻の大学教
師から政治家に転身。与党・公正
発展党（ＡＫＰ）の創設メンバー。
エルドアン大統領は独裁色の強い
こわもてイメージだが、大使は、
「メディアと友好的に意見交換し
たい」と対話重視を強調した。会
見後に大使館の協力でトルコの食

べ物、飲み物を楽しむ懇親会も行われた。
■2・7（水）囲む会／司会：土生修一専務理事／通訳：大野理
恵／出席：61人

安
やす

井
い

　明
あき

彦
ひこ

　みずほ総合研究所欧米調査部長

　「高い株価はトランプにとって
最大のプライド。保護主義政策が
株価を下げれば（保護主義見直し
を）考慮するだろう」「トランプは
ブラックホールのような存在。近
づきすぎると吸い込まれ周りが見
えなくなる」と現政権の「向こう
側」を注視すべきと指摘した。

■2・9（金）「トランプ政権１年の評価」②／司会：杉田弘毅委
員／出席：46人

オラフル・ラグナル・グリムソン　 
北極サークル議長（前アイスランド大統領）

　同サークルは、大統領時代に
「北極版ダボス会議」を目指し設
立。北極圏は近年、温暖化による
海氷溶解で北極海航路の利用が拡
大している。「天然資源に富む北
極圏開発はこの10年で驚異的に進
展、中露は積極的に関与している。
日本もぜひ参加してほしい」

■2・13（火）記者会見／司会：脇祐三会員／通訳：池田薫／
出席：35人

ティモ・ソイニ　フィンランド外相

　結成に参加した政党が「極右」
と批判されているが、「ヘイトス
ピーチで社会の分断をはかる悪い
連中とは違い、われわれは既得権
と闘う良いポピュリズム」と説
明。また「ＥＵ経済で、大国が小
国の銀行を支配すれば反発を招き
大混乱になる」と警告した。

■2・21（水）記者会見／司会：鶴原徹也委員／通訳：森岡幹
予／出席：53人

プラディープ・カッカティル　 
国連合同エイズ計画（UNAIDS）ドナー関係・パートナーシップ局局長

　「2030年にエイズ終結を目指す。
勝てると思うが脅威が去ったわけ
ではない」。急きょ帰国したシデ
ィベ事務局長の代理で会見し、エ
イズ対策について語った。「教育・
啓発は非常に重要な対策。2020年
東京五輪も大事な機会」。また東
京に戻ってくる、と笑った。

■2・22（木）記者会見／司会：宮田一雄会員／通訳：池田薫
／出席：18人

羽
は

生
にゅう

　結
ゆ

弦
づる

　フィギュアスケート選手　
平昌五輪金メダリスト　　

■2・27（火）記者会見／司会：島田敏男委員／出席：240人
／会見詳録

宍
しし

戸
ど

　常
じょう

寿
じ

　東京大学教授

■2・13（火）「憲法論議の視点」①「総論」／司会：川上高志委
員／出席：103人

只
ただ

野
の

　雅
まさ

人
ひと

　一橋大学教授

■2・19（月）「憲法論議の視点」②「憲法改正の国民投票」／司
会：土生修一専務理事／出席：96人

木
き

村
むら

　幹
かん

　神戸大学大学院教授

■2・1（木）「朝鮮半島の今を知る」①／司会：五味洋治委員／
出席：83人

李
L e e

鍾
Jong

元
Wong

　早稲田大学大学院教授

■2・16（金）「朝鮮半島の今を知る」②／司会：五味洋治委員
／出席：85人

原
はら

　晋
すすむ

　青山学院大学陸上競技部監督

■2・5（月）記者会見／司会：竹田忠委員／出席：89人

サリー・バズビー　ＡＰ通信社上席副社長・編集主幹

■2・6（火）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：池田薫／
出席：57人

栃
とち

ノ
の

心
しん

　大相撲初場所優勝

レヴァン・ツィンツァゼ　駐日ジョージア大使

■2・14（水）記者会見／司会：小栗泉委員／通訳：吉國ゆり
／出席：62人

高
たか

橋
はし

　シ
し

ズ
ず

ヱ
え

　地下鉄サリン事件被害者の会代表世話役

河
かわ

原
はら

　理
みち

子
こ

　朝日新聞社会部記者

■2・21（水）「被害者報道を考える」①／司会：瀬口晴義委員
／出席：89人

　
会
見
余
話

●
ム
ー
ミ
ン
の
質
問
に
外
相
が
名
回
答

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
作
家
・
ト

ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
が
書
い
た「
ム
ー
ミ
ン
」が
出
題
さ
れ
、

物
語
の
舞
台
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
た
。
２
月
21
日
の
同
国

の
ソ
イ
ニ
外
相
の
会
見
で
も「
ム
ー
ミ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
住
民
？
」と
の
質
問
が
出
た
。

　
外
相
は「
良
い
質
問
だ
。
ム
ー
ミ
ン
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

い
る
」と
笑
顔
で
答
え
、
胸
に
手
を
あ
て
て「
私
た
ち
の
心

の
中
に
い
る
。
日
本
の
方
々
の
心
の
中
に
も
あ
る
と
う
れ
し

い
」と
回
答
し
た
。

　
同
国
大
使
館
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
は「
私
の
心
の
中
に
も
い

る
」「
外
相
の
回
答
、
粋
で
す
！
」と
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、

「
い
い
ね
」が
１
日
で
４
４
０
０
を
超
え
た
。

下記のゲストの会見リポートは
５～９ページに掲載しています
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会 見リポート� フェイスブック、ツイッターでウェブサイトの更新情報をお知らせしています

　
い
い
会
見
だ
っ
た
。
約
８
年
、
企
画
委

員
と
し
て
主
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
ク
ラ
ブ

の
会
見
に
関
わ
っ
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
完
璧

な
登
壇
者
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
玉
石
混

交
の
質
問
の
全
て
を
拾
い
、
堂
々
、
当
意

即
妙
の
受
け
答
え
で
宝
石
の
ご
と
く
に
光

ら
せ
た
。

　
会
場
を
俯
瞰
し
て
い
た
事
務
局
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
と
、
満
場
の
記
者
、
Ｏ
Ｂ
ら
は

羽
生
の
一
言
一
言
に
一
斉
に
顔
を
上
下
に

動
か
し
、
う
な
ず
い
て
い
た
と
い
う
。
ス

タ
ン
ド
の
観
客
を
自
ら
の
世
界
に
引
き
込

む
氷
上
の
演
技
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
司
会
は
海
千
山
千
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
島
田
敏

男
氏
。
顔
も
体
も
幅
は
半
分
し
か
な
い
羽

生
が
大
き
く
見
え
た
の
は
、
そ
の
存
在
感

ゆ
え
だ
ろ
う
。
座
っ
て
い
る
だ
け
で
オ
ー

ラ
を
感
じ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
長
嶋
茂
雄

さ
ん
以
来
で
あ
る
。
し
か
も
こ
ち
ら
は
、

語
彙
に
破
綻
が
な
い
。

　
あ
ま
り
の
隙
の
な
さ
に
、「
怖
い
く
ら

い
」「
地
に
足
の
つ
い
た
妖
精
」の
感
想
も

聞
い
た
。
フ
リ
ー
演
目
の
陰
陽
師
に
照
ら

せ
ば
、
リ
ン
ク
を
降
り
て
も
魔
物
の
ご
と

く
、
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
例
え
ば
演
技
後
、
リ
ン
ク
に
大
量
に
投

げ
込
ま
れ
た
、
プ
ー
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み

の
行
方
を
問
わ
れ
る
と
、「
森
に
帰
り
ま

し
た
」と
会
場
の
笑
い
を
誘
う
。「
す
ご

く
好
き
な
言
葉
で
、
一
番
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
」と
続
け
な
が
ら
、
こ
れ
で
終
わ
ら
な

い
。「
リ
ア
ル
に
言
え
ば
、
大
金
払
っ
て

現
地
ま
で
来
て
く
だ
さ
り
、
高
い
チ
ケ
ッ

ト
を
入
手
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う

し
た
お
金
が
飛
ん
で
い
る
。
経
済
が
回
っ

羽
生

　結
弦
　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
　
平
昌
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

完
璧
！
　
隙
の
な
さ
に
脱
帽

て
い
る
な
ら
、
そ
れ
で
十
分
で
す
」

　「
夢
」を
語
っ
て
よ
ど
み
な
い
人
生
論
。

感
謝
の
心
か
ら
入
る
日
本
人
と
し
て
の
誇

り
。
今
後
挑
戦
す
る
４
回
転
半
や
５
回
転

ジ
ャ
ン
プ
に
は
、「
も
し
羽
生
結
弦
が
跳

ぶ
な
ら
、
確
実
に
表
現
の
一
部
と
し
て
跳

ぶ
。
そ
れ
が
僕
の
ス
タ
イ
ル
で
す
か
ら
」

と
揺
る
ぎ
な
い
競
技
観
。
世
界
の
第
一
人

者
と
し
て
の
孤
独
と
、
そ
の
克
服
。
と
て

も
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
ず
、
い
ち
早
い
全

文
の
起
こ
し
を
事
務
局
に
願
う
。

　
質
問
が
事
前
に
提
示
さ
れ
た
と
し
て
、

回
答
原
稿
を
準
備
し
ろ
と
い
わ
れ
て
も
、

こ
う
は
書
け
な
い
。
脱
帽
で
あ
る
。

　
そ
し
て
４
年
後
の
北
京
五
輪
に
つ
い
て

は「
も
し
出
る
な
ら
、
絶
対
に
勝
ち
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
言
い
切
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
中
国
大
使
館
か
ら
パ
ン
ダ

の
ぬ
い
ぐ
る
み
も
届
い
た
の
だ
と
い
う
。

「
北
京
も
よ
ろ
し
く
」と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
心
配
に
な
っ
た
の
は
、
再
び

プ
ー
さ
ん
の
行
方
で
あ
る
。
中
国
で
は
、

プ
ー
さ
ん
が
習
近
平
国
家
主
席
と
似
て
い

る
と
し
て
風
刺
に
使
わ
れ
、
画
像
が
統
制

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
は
習

体
制
２
期
目
の
終
盤
に
あ
た
る
。
羽
生
フ

ァ
ン
の
象
徴
で
あ
る
プ
ー
さ
ん
は
、
北
京

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
企
画
委
員
　
産
経
新
聞
社
特
別
記
者

　
別
府
　
育
郎

　
会
見
前
の
控
室
で
羽
生
選
手
と
雑
談
。「
以

前
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
が
あ
り
、
よ
く
見

て
い
ま
す
。
五
輪
関
連
で
北
朝
鮮
に
つ
い
て

聞
か
れ
た
時
は
問
題
の
重
さ
が
分
か
る
の
で

返
答
に
困
り
ま
し
た
」と
国
際
問
題
へ
の
関

心
を
披
歴
し
た
。

　
会
見
で
は
仙
台
の
パ
レ
ー
ド
へ
の
期
待
を

聞
か
れ
る
と
、大
き
な
声
で「
仙
台
に
お
カ
ネ

を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
！
」と
意
外
な
回
答
。

「
パ
レ
ー
ド
に
は
費
用
が
か
か
り
、特
別
な
支

援
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
」

　
追
い
か
け
ま
わ
す
メ
デ
ィ
ア
に
ウ
ン
ザ
リ

か
と
思
っ
た
ら
、「
幸
い
に
も
10
歳
ご
ろ
か

世
間
知
あ
る
社
会
派
の
一
面
も

ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
き
た
お
か
げ

で
、
自
分
の
思
考
を
整
理
し
た
り
、
新
し
い

言
葉
も
覚
え
た
。
そ
う
や
っ
て
自
分
を
作
っ

て
き
た
し
、
作
ら
れ
て
き
た
」と
、
記
者
が

グ
ッ
と
く
る
自
己
分
析
も
。

　「
浮
世
離
れ
し
た
優
等
生
的
王
子
サ
マ
」

の
先
入
観
が
あ
っ
た
だ
け
に
、
世
間
知
あ
る

社
会
派
の
一
面
を
知
り
驚
い
た
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
で「
お
酒
は
飲
む
ん

で
す
か
？
」と
そ
っ
と
聞
い
て
み
た
。「
体

質
的
に
飲
め
な
い
ん
で
す
。
で
も
、
ま
っ
た

く
必
要
な
い
で
す
」と
き
っ
ぱ
り
。
な
ぜ
か

こ
ち
ら
は
自
ら
を
恥
じ
て
、
小
さ
く
う
な
ず

く
し
か
な
か
っ
た
。専

務
理
事
　
土
生
　
修
一
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 会見リポー ト

　
施
行
か
ら
70
年
余
を
迎
え
た
日
本
国
憲

法
を
改
正
す
る
初
め
て
の
国
民
投
票
に
向

き
合
う
こ
と
に〝
な
る
か
も
し
れ
な
い
〟

と
い
う
歴
史
的
な
地
点
に
今
、
私
た
ち
は

立
っ
て
い
る
。

　
改
憲
論
議
は
安
倍
晋
三
首
相
が
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
む
形
で
進
ん
で
い
る
。
自
民

党
が
目
指
す
今
年
中
の
国
会
発
議
に
至
る

の
か
は
現
時
点
で
は
見
通
せ
な
い
。
だ
が

国
会
の
議
論
が
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
前
に

憲
法
と
そ
の
改
正
の
意
味
を
整
理
し
て
お

き
た
い
と
の
狙
い
か
ら「
シ
リ
ー
ズ
研
究

会
・
憲
法
論
議
の
視
点
」を
企
画
し
た
。

　
考
え
た
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

目
は
政
党
の
議
論
に
縛
ら
れ
ず
、
幅
広
い

観
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
だ
。
全
５
回
の

視座を熟考する機会に
憲法論議の視点

宍戸常寿
東京大学教授
２月13日

只野雅人
一橋大学教授
２月19日

研
究
会
は「
総
論
」か
ら
始
め
、「
国
民
投

票
」「
９
条
」「
新
し
い
人
権
」「
統
治
機
構
」

と
網
羅
的
な
テ
ー
マ
設
定
と
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
40
代
を
中
心
に
気
鋭
の
憲

法
学
者
を
ゲ
ス
ト
講
師
に
招
く
こ
と
だ
。

大
御
所
に
よ
る「
太
平
洋
の
両
岸
か
ら
弾

を
撃
ち
合
う
」よ
う
な
か
み
合
わ
な
い
議

論
は
避
け
た
い
。
論
点
を
整
理
し
、
報
道

に
当
た
っ
て
の
視
座
を
熟
考
す
る
機
会
と

な
る
研
究
会
に
し
た
い
と
考
え
た
。

　
初
回
の「
総
論
」に
は
１
０
０
人
を
超

え
る
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
関
心
の

高
さ
を
裏
付
け
た
。
宍
戸
常
寿
東
大
教
授

の
濃
密
な
問
題
提
起
は
、
短
い
時
間
の
中

で
憲
法
全
般
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
難

し
い
要
望
に
応
え
る
も
の
だ
っ
た
と
思

う
。
宍
戸
氏
は
憲
法
改
正
の
意
義
か
ら
憲

法
典
と
付
随
法
の
関
係
な
ど
の
基
本
的
な

論
点
整
理
の
上
に
、
自
民
党
が
改
憲
を
目

指
す
４
項
目
な
ど
へ
の
具
体
的
な
言
及
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
注
文
ま
で
を
整
理
。
有
意

義
な
改
憲
論
議
の
条
件
は「
憲
法
現
実
の

何
を
具
体
的
に
確
認
・
変
更
す
る
の
か
、

し
な
い
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
」

と
指
摘
し
、「
国
民
が『
真
意
』に
基
づ
く

投
票
行
動
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で

質
疑
・
討
論
を
尽
く
す
べ
き
だ
。
賛
成
・

反
対
の
判
断
の
対
象
・
帰
結
を
明
ら
か
に

す
る
報
道
が
求
め
ら
れ
る
」と
提
起
し

た
。

　
２
回
目
は
只
野
雅
人
一
橋
大
教
授
に

「
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
」を
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。
只
野
氏
は
国
民
投
票
を
国

会
審
議
ま
で
を
含
め
た「
代
表
民
主
制
の

プ
ロ
セ
ス
」と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重
要

だ
と
し
、「
議
員
同
士
の
有
益
な
討
論
が

ほ
と
ん
ど
な
い
国
会
論
議
に
も
っ
と
批
判

的
な
目
を
向
け
る
べ
き
だ
」と
語
っ
た
。

　
実
際
に
国
会
発
議
が
行
わ
れ
た
時
、
ど

う
報
道
す
る
の
か
は
非
常
に
難
し
い
課
題

だ
と
考
え
て
い
る
。
国
民
投
票
は
改
正
案

に
賛
成
か
反
対
か
の
意
思
表
示
し
か
で
き

な
い
。
し
か
し
多
く
の
国
民
の
意
識
は
そ

の
中
間
で
揺
れ
動
く
だ
ろ
う
。
宍
戸
氏
は

「
ネ
ッ
ト
や
会
員
制
交
流
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）と
の
比
較
で
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
存

在
意
義
が
問
わ
れ
る
」と
指
摘
し
、
メ
デ

ィ
ア
の
ア
ク
セ
ス
権
と
反
論
権
、
広
告
の

扱
い
な
ど
を
今
か
ら
検
討
す
る
よ
う
求
め

た
。

　
初
め
て
経
験
す
る
改
憲
報
道
に
向
け

て
、
研
究
会
が
論
点
を
突
き
つ
め
て
、
整

理
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

う
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長
　

�

川
上
　
高
志

今
後
の
予
定

▼
青
井
未
帆
・
学
習
院
大
教
授
と
井
上
武
史
・
九

州
大
准
教
授
と
の
対
談
　「
第
九
条
」

３
月
12
日（
月
）14
：
30
〜
16
：
30

▼
山
本
龍
彦
・
慶
応
大
教
授
　「
新
し
い
人
権（
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
Ａ
Ｉ
、
環
境
権
な
ど
）」

３
月
15
日（
木
）14
：
30
〜
16
：
00

▼
曽
我
部
真
裕
・
京
都
大
教
授「
統
治
機
構
」

３
月
20
日（
火
）13
：
30
〜
15
：
00

　
日
本
の
外
交
・
安
全
保
障
を
大
き
く
左

右
す
る
隣
国
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に
旧
態

依
然
と
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
ま
か
り

通
っ
て
い
る
―
。

　「
朝
鮮
半
島
の
今
を
知
る
」と
い
う
テ

ー
マ
を
設
定
し
た
企
画
委
員
の
思
い
は
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朝
鮮

半
島
を
担
当
す
る
記
者
の
間
で
は
状
況
変

化
へ
の
認
識
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の

の
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
全
体
で
の
認
識
と
な

直
視
す
べ
き
隣
国
の
変
化

朝
鮮
半
島
の
今
を
知
る

る
と
心
も
と
な
い
か
ら
だ
。

　
木
村
幹
神
戸
大
大
学
院
教
授
は
日
韓
関

係
、
李
鍾
元
早
稲
田
大
大
学
院
教
授
は
南

北
関
係
を
主
軸
に
韓
国
社
会
の「
今
」を

論
じ
た
。

　
共
通
す
る
の
は「
時
代
が
変
わ
っ
た
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　
ま
ず
は
木
村
氏
の
取
り
上
げ
た
日
韓
関

係
を
考
え
よ
う
。

　
韓
国
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
は
１
９

９
０
年
代
以
降
、
低
下
し
続
け
て
き
た
。

い
ま
や「
反
日
」が
政
治
的
効
果
を
持
つ

よ
う
な
時
代
で
は
な
い
。
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ト
ラ
ン
プ
時

代
に
生
き
る
米

メ
デ
ィ
ア
の
闘

い
を
間
近
で
聞

い
た
。
そ
の
中

で
も
通
信
社
論

を
紹
介
し
た

い
。

　
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
24

い
と
い
う
慣
習
も
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、
世
界
的
な
ポ

ッ
プ
ス
タ
ー
だ
。
そ
の
死
は
大
ニ
ュ
ー
ス

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
Ａ
Ｐ
が
病
院
や

親
族
か
ら「
死
」を
確
認
し
て
速
報
し
た
。

す
る
と
、
よ
う
や
く
米
国
も
世
界
も「
ポ

ッ
プ
の
王
様
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

が
死
ん
だ
」こ
と
を「
事
実
と
し
て
受
け

止
め
た
」と
い
う
。
Ａ
Ｐ
が
報
じ
て
初
め

て
歴
史
の
事
実
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け

だ
。「
信
頼
さ
れ
て
い
る
か
ら
よ
」と
彼

女
は
付
け
加
え
た
。

　
確
か
に
Ａ
Ｐ
の
印
象
は「
間
違
え
な

い
」だ
。
右
で
も
左
で
も
な
い
。
だ
か
ら

記
事
は
い
わ
ゆ
る
セ
ク
シ
ー
で
な
い
。
だ

け
ど
信
頼
で
き
る
。

　
思
い
出
す
の
は
、
米
国
中
の
メ
デ
ィ
ア

が
間
違
え
た
２
０
０
０
年
の
米
大
統
領
選

だ
。
フ
ロ
リ
ダ
州
の
開
票
結
果
を
巡
っ
て

混
乱
し
た
こ
の
選
挙
は
、
投
開
票
日
か
ら

翌
日
に
か
け
て「
ゴ
ア
だ
」「
ブ
ッ
シ
ュ

だ
」と
誤
報
が
続
い
た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア

も
引
き
ず
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
Ａ
Ｐ
だ
け
が
全
米
に
張
り
巡
ら

せ
た
支
局
か
ら
上
が
っ
て
く
る
実
票
を
基

に「
ま
だ
打
て
な
い
」と
踏
み
と
ど
ま
っ

た
。「
共
和
党
も
民
主
党
も
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
も
Ａ
Ｐ
を
信
用
し
て
い
る
」と
バ

ズ
ビ
ー
氏
は
誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長
　

杉
田
　
弘
毅

サ
リ
ー
・
バ
ズ
ビ
ー
　

Ａ
Ｐ
通
信
社
上
席
副
社
長
・
編
集
主
幹

Ａ
Ｐ
、
事
実
確
認
で
信
頼
獲
得

時
間
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
、
重
要
イ
ベ
ン
ト

を
中
継
す
る
時
代
に
、「
通
信
社
の
役
割
は

何
か
」と
い
う
問
い
が
会
場
か
ら
出
た
。

　
さ
て
彼
女
は
ど
う
答
え
た
か
。

　「
こ
の
10
年
間
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た

の
は
」と
切
り
出
し
た
の
は
、
歌
手
の
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
死
亡
し
た
時
の

報
道
だ
っ
た
。
２
０
０
９
年
６
月
25
日
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
病
院
で

死
亡
し
た
、
と
の
情
報
が
流
れ
、
世
界
中

の
テ
レ
ビ
が
報
じ
、
ア
ク
セ
ス
で
パ
ン
ク

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
世
界
は
ま
だ「
死
ん
だ
ら
し

い
」と
い
う
、
フ
ワ
フ
ワ
し
た
不
確
か
な

情
報
に
接
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の

頃
、
歌
手
、
俳
優
ら
芸
能
人
取
材
を
Ａ
Ｐ

な
ど
の
硬
派
メ
デ
ィ
ア
は
先
頭
で
行
わ
な

木村幹
神戸大学
大学院教授
２月１日

李鍾元
早稲田大学
大学院教授
２月16日

　
李
明
博
大
統
領（
当
時
）が
２
０
１
２

年
に
竹
島
へ
上
陸
し
た
時
に
は
支
持
率
が

数
ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
が
、
３
週
間
後
に

は
元
に
戻
っ
て
い
た
。
そ
の
傾
向
は
さ
ら

に
強
ま
っ
て
お
り
、
今
で
は
対
日
外
交
が

支
持
率
に
与
え
る
影
響
は「
観
測
不
能
な

レ
ベ
ル
」（
木
村
氏
）に
な
っ
た
。

　
文
在
寅
政
権
は
そ
の
流
れ
の
中
で
、
対

日
外
交
の
展
望
を
描
く
努
力
す
ら
し
て
い

な
い
。
木
村
氏
が「
場
当
た
り
的
」と
評

す
る
文
政
権
の
姿
勢
は
、
対
日
外
交
の
重

要
度
低
下
を
見
せ
つ
け
る
。

　
慰
安
婦
問
題
へ
の
対
応
が
典
型
的
だ
。

文
大
統
領
は
２
０
１
５
年
の
日
韓
合
意
で

は
解
決
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
し

て
日
本
政
府
の
さ
ら
な
る
謝
罪
を
期
待
す

る
と
語
り
つ
つ
、
再
交
渉
の
要
求
は
し
な

い
と
も
口
に
す
る
。
冷
静
に
見
れ
ば
文
政

権
と
し
て
の「
見
解
表
明
」に
す
ぎ
ず
、

新
た
な
対
日
要
求
で
は
な
い
。

　
木
村
氏
は「
さ
ら
な
る
外
交
努
力
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
」と
い
う
宣
言
だ
と
喝

破
す
る
。
解
決
へ
向
け
て
動
く
べ
き
は
日

本
政
府
だ
と
い
う「
丸
投
げ
」だ
が
、
そ

れ
で
も
運
動
団
体
の
外
に
不
満
が
広
が
る

よ
う
な
事
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

が「
今
」の
韓
国
社
会
の
現
実
だ
。

　
李
鍾
元
氏
が
取
り
上
げ
た
韓
国
社
会
の

北
朝
鮮
観
も
、
日
本
で
は
十
分
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。

　
李
氏
が
紹
介
し
た
ソ
ウ
ル
大
の
世
論
調

査
で
興
味
深
い
の
は「
な
ぜ
統
一
が
必
要

か
」と
い
う
質
問
で
あ
る
。
07
年
に
は「
同

じ
民
族
だ
か
ら
」が
50
・
７
％
だ
っ
た
が
、

16
年
に
は
38
・
６
％
。
逆
に「
戦
争
の
危

機
を
な
く
す
た
め
」
が
19
・
２
％
か
ら

29
・
８
％
に
な
っ
た
。

　
民
族
を
理
由
に
す
る
模
範
解
答
よ
り
、

脅
威
を
取
り
除
く
と
い
う
実
利
へ
の
傾
斜

だ
。
07
年
に
11
・
８
％
だ
っ
た「
統
一
よ

り
現
状
維
持
」と
い
う
人
が
16
年
に
は

23
・
２
％
に
な
っ
て
も
い
る
。「
最
前
線

の
リ
ア
リ
ズ
ム
」（
李
氏
）が
示
す
安
定
志

向
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
隣
国
の
変
化
を
日
本
メ
デ
ィ

ア
は
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
。
常

に
自
省
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員（
前
ソ
ウ
ル
支
局
長
）　

澤
田
　
克
己
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ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
で
、
こ
れ
ほ
ど
明
確

に
、
そ
し
て
具
体
性
を
も
っ
て
、
中
か
ら

改
革
を
求
め
る
会
見
も
珍
し
い
の
で
は
な

い
か
。
し
か
も
、覇
者
が
行
っ
た
会
見
で
。

　
大
晦
日
の
テ
レ
ビ
と
い
え
ば
紅
白
歌
合

戦
だ
が
、
で
は
正
月
の
テ
レ
ビ
は
と
い
う

と
、
今
や
箱
根
駅
伝
の
中
継
に
な
る
だ
ろ

う
。
往
路
と
復
路
で
２
日
間
、
そ
れ
ぞ
れ

７
時
間
前
後
の
生
中
継
が
行
わ
れ
、
関
東

で
は
30
％
近
い
驚
異
的
な
視
聴
率
を
た
た

き
出
す
。
そ
の
箱
根
駅
伝
に
新
風
を
巻
き

起
こ
し
、
４
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
青
山
学

院
大
学
の
原
晋
監
督
。

　
会
見
で
最
も
力
が
入
っ
た
の
は
、
箱
根

駅
伝
の
全
国
化
問
題
。「
箱
根
駅
伝
は
、

今
や
長
距
離
界
の
宝
」。
だ
が
、
参
加
で

き
る
の
は
主
催
団
体
の
関
東
学
生
陸
上
競

技
連
盟
に
加
盟
し
て
い
る
大
学
の
み
。
つ

ま
り
地
方
の
大
学
は
参
加
で
き
な
い
。
人

口
減
少
で
学
生
が
減
る
中
、
陸
上
競
技
の

裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
全
国
化
し
て

地
方
に
門
戸
を
広
げ
る
べ
き
で
、
旧
態
依

然
の
組
織
の
ま
ま
で
は
発
展
は
な
い
と
危

機
感
を
表
明
。

　
実
は
そ
の
原
監
督
、
青
学
に
来
る
ま
で

「
指
導
実
績
も
華
々
し
い
競
技
実
績
も
な

し
」。
営
業
マ
ン
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
こ
そ
が
選
手
の
指
導
・
育
成
の
原
点
と

い
う
、
自
称〝
異
端
児
〟。
選
手
育
成
の

秘
訣
は
、「
社
会
の
中
で
通
用
す
る
人
材

を
ど
う
や
っ
て
育
て
る
か
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
学
べ
る
も
の
は
何
か
」と
い
う
視

点
。
そ
の
背
景
に
は
監
督
自
身
が
、
実
業

団
の
選
手
を
引
退
し
た
と
き
、
陸
上
を
や

っ
て
き
て
何
か
社
会
に
生
か
せ
る
も
の
が

あ
る
か
と
い
う
と
、
何
も
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
と
い
う
反
省
が
あ
る
。

　
改
革
の
訴
え
は
、
実
業
団
の
移
籍
問
題

に
も
及
ぶ
。
実
業
団
で
は
チ
ー
ム
の
部
長

や
監
督
の
ハ
ン
コ
が
な
い
と
、
選
手
の
移

籍
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
も
っ

と
い
い
監
督
の
も
と
で
指
導
を
受
け
た
い

と
選
手
が
思
っ
て
も
、
ハ
ン
コ
を
押
し
て

も
ら
え
ず
、
囲
わ
れ
て
い
る
実
情
が
あ
る

と
指
摘
、
指
導
者
が
勉
強
し
合
っ
て
、
選

手
を
ど
う
や
っ
て
伸
ば
す
か
を
競
い
合
わ

な
い
と
将
来
は
な
い
と
訴
え
た
。
ス
ポ
ー

ツ
で
も
大
学
で
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
組
織

の
問
題
に
悩
め
る
人
に
必
見
の
１
時
間
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
竹
田
　
忠

原

　晋
　
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部
監
督

旧
態
依
然
の
組
織
に
発
展
な
し

て
ほ
し
い
」と

い
う
願
い
が
込

も
っ
た
し
こ
名

に
ふ
さ
わ
し
い

力
士
だ
。

　
生
い
立
ち
や

国
柄
に
も
注
目

が
集
ま
っ
た
。

旧
ソ
連
で
元
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
っ
た
祖
父
に
サ
ン
ボ
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
、
柔
道
は
少
年
時
代
に
国

際
大
会
の
表
彰
台
に
上
が
っ
た
レ
ベ
ル
。

相
撲
に
も「
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
気
持
ち
は

生
か
せ
て
い
る
」と
胸
を
張
る
。
出
身
地

の
古
都
ム
ツ
ヘ
タ
で
は
大
半
の
家
で
自
家

製
ワ
イ
ン
を
製
造
し
、「
売
っ
た
り
せ
ず
、

ほ
と
ん
ど
自
分
で
飲
ん
で
い
る
」と
か
。

　
こ
の
日
の
記
者
会
見
に
同
席
し
た
駐
日

大
使
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
紹
介
で
熱
弁
を
振

る
っ
た
。「
首
都
の
ト
ビ
リ
シ
に
も
温
泉

が
あ
り
、
25
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
る
。

日
本
か
ら
の
観
光
客
増
大
や
製
品
の
輸
入

も
期
待
し
た
い
」。
ア
ピ
ー
ル
の
場
を
つ

く
っ
た
栃
ノ
心
関
に
は
観
光
名
誉
大
使
の

証
明
書
を
贈
っ
た
だ
け
で
な
く
、
勲
章
の

授
与
が
決
ま
っ
た
こ
と
も
明
か
し
た
。

　
さ
ら
な
る
発
信
力
ア
ッ
プ
の
期
待
も
込

め
、
大
使
に「
ご
く
短
い
間
に
大
関
、
横

綱
と
し
て
成
功
を
収
め
る
」と
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
る
と
、
栃
ノ
心
関
は「
あ
ん
ま
り

期
待
さ
れ
る
と
ど
き
ど
き
す
る
」と
苦
笑

い
。
三
役
復
帰
が
確
実
と
な
る
３
月
の
春

場
所
に
向
け
て
は「
も
っ
と
頑
張
ら
な
い

と
、
と
は
思
っ
て
い
る
。
大
関
に
な
る
と

か
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
力
を
つ
け
て
自

分
の
相
撲
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」。
周
囲
の
喧
噪
を
よ
そ
に
、
地
に
足

を
付
け
た
抱
負
を
述
べ
た
。

　
時
事
通
信
社
運
動
部
　
大
野
　
周

栃
ノ
心
　

レ
ヴ
ァ
ン・ツ
ィ
ン
ツ
ァ
ゼ
　

駐
日
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
使

ジ
ョ
ー
ジ
ア
、

初
優
勝
で
認
知
度
急
上
昇

　
日
本
か
ら
直
線
で
約
８
０
０
０
キロ
も
離

れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
、
親
し
み
を
感
じ
る

人
は
多
く
い
な
い
だ
ろ
う
。
遠
い
異
国
の

認
知
度
を
上
げ
た
の
が
、
１
月
の
大
相
撲

初
場
所
で
初
優
勝
を
遂
げ
た
栃
ノ
心
関
だ
。

　
初
土
俵
か
ら
12
年
要
し
た
。
小
結
ま
で

昇
進
し
た
後
に
右
膝
に
大
け
が
を
負
っ
て

入
院
し
、
番
付
は
月
給
が
支
給
さ
れ
な
い

幕
下
ま
で
み
る
み
る
転
落
。
体
も
プ
ラ
イ

ド
も
傷
つ
き
な
が
ら
地
道
に
リ
ハ
ビ
リ
や

稽
古
に
励
み
、
幕
内
ま
で
返
り
咲
い
た
。

「
本
当
に
や
め
な
く
て
よ
か
っ
た
」。
乱
れ

た
服
装
で
門
限
を
破
っ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
飾
ら
ず
、
実
直
に
振
る
舞
う
現
在
の

姿
は「
日
本
人
以
上
に
日
本
の
心
を
持
っ
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■
第
14
回
：
シ
ョ
ー
ト
動
画

２
・
８（
木
）講
師
：
高
橋
俊
輔
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
株
）Ｖ
ｉ
ｉ
ｂａｒ
動
画
メ
デ
ィ

ア
事
業
部
執
行
役
員
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
出

席
：
24
人

◎
求
め
ら
れ
る「
短
さ
」と「
テ
ン
ポ
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
報
道
に
求
め
ら
れ
る
動

画
と
は
何
か
。
講
師
の
高
橋
さ
ん
が
推
奨

す
る
の
は
視
聴
時
の
脳
の
モ
ー
ド
の
違
い

を
踏
ま
え
た
作
り
分
け
だ
。
見
る
意
思
を

持
っ
て
Ｔ
Ｖ
や
Ｐ
Ｃ
の
前
に
い
る
人
と
、

空
き
時
間
に
ス
マ
ホ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
人
で
は
モ
ー
ド
が
全
く
違

う
。
動
画
の
主
戦
場
が
ス
マ
ホ
で
あ
る
以

上
、
短
く
ま
と
ま
っ
た
テ
ン
ポ
の
良
い
映

像
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
。

驚
い
た
の
が
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
た
ユ
ー

ザ
ー
の
飽
き
っ
ぽ
さ
。
１
分
見
続
け
て
も

ら
え
る
の
は
ま
れ
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ユ
ー
ザ
ー

が
視
聴
を
見
極
め
る
時
間
は
１
・
７
秒
だ

と
い
う
。
山
本
智
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
報
道
部
）は
８
分
超
の
素
材
を
１

分
に
リ
メ
イ
ク
し
て
爆
発
的
に
拡
散
し
た

例
を
示
し「
テ
レ
ビ
局
が
培
っ
て
き
た
思

考
回
路
や
セ
ン
ス
は
む
し
ろ
足
か
せ
に
な

る
だ
ろ
う
」と
指
摘
し
た
。

〝
報
じ
る
べ
き
も
の
〟と〝
見
ら
れ
や
す

い
も
の
〟の
ギ
ャ
ッ
プ
に
葛
藤
も
生
じ
て

く
る
。
動
画
で
収
益
確
保
す
る
道
も
見
え

ず
、
当
面
は
暗
中
模
索
が
続
き
そ
う
だ
。

毎
日
新
聞
社
写
真
映
像
報
道
セ
ン
タ
ー
記
者

加
藤
　
隆
寛

■
第
13
回
：
訴
訟
に
備
え
る
③ 

２
・
１（
木
）講
師
：
植
松
正
史
・
日
本
経
済

新
聞
社
法
務
報
道
部
／
出
席
：
18
人

◎
取
材
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
学
ぶ

成
功
よ
り
失
敗
か
ら
学
べ
る
の
で
は

な
い
か
―
。
第
13
回
の
ゼ
ミ
は
そ
ん
な

狙
い
で
開
か
れ
た
。
社
会
部
で
検
察
担

当
だ
っ
た
講
師
は
、
取
材
先
と
の
過
去

の
ト
ラ
ブ
ル
を
赤
裸
々
に
振
り
返
り
、

取
材
の
あ
り
方
や
訴
訟
対
応
に
つ
い
て

刺
激
的
な
議
論
も
交
わ
さ
れ
た
。

い
わ
ゆ
る
夜
回
り
で
取
っ
た
話
を
も
と

に
書
い
た
記
事
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は

「
真
実
性
や
真
実
相
当
性
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
」と
判
断
し
た
と
い
う
。
講

師
は
今
、
当
時
の
取
材
が
不
十
分
だ
っ
た

と
率
直
に
認
め
る
。
で
は
、
な
ぜ
書
い
た

の
か
。
普
段
口
の
堅
い
取
材
先
の
積
極
的

な
対
応
が
大
き
な
理
由
だ
っ
た
。
だ
が
、

夜
回
り
で
の
ネ
タ
元
の
断
片
的
な
言
葉

は
、担
当
記
者
と
し
て
は
ピ
ン
と
き
て
も
、

裁
判
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
説
得
力
が
な
か

っ
た
と
い
う
。「
サ
ツ
官
な
ら
イ
エ
ス
」

は
通
用
し
な
い
の
が
現
実
の
よ
う
だ
。

情
報
を
あ
て
た
相
手
の
顔
色
の
変
化
か

ら「
こ
れ
は
間
違
い
な
い
」と
思
い
込
ん

で
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
。
わ
が
身
を

振
り
返
っ
て
反
省
す
る
こ
と
し
き
り
だ
。

西
日
本
新
聞
社
東
京
支
社
報
道
部
　

伊
東
　
秀
純

ＩＴ講座

誰でも調査報道

写
真
を
載
せ
る

か
。
遺
族
ら
に

ど
う
接
す
る
か

―
。研
究
会
は
、

記
者
や
デ
ス

ク
、
キ
ャ
ッ
プ

た
ち
が
、
多
忙

と
疲
労
の
中
で

抱
い
た
悩
み
か

ら
始
ま
っ
た
。

拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
、
正
確
な
報
道
を
し

て
ほ
し
い
の
に
」。
ほ
と
ん
ど
の
遺
族
が
、

記
者
に
初
め
て
会
う
。
丁
寧
に
接
し
て
も

ら
い
た
い
。
取
材
意
図
を「
事
件
の
風
化

を
防
ぐ
た
め
」と
言
わ
れ
て
も
、
遺
族
は

何
年
た
っ
て
も
、
事
件
は
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
。「
被
害
者
に
向
か
っ
て
、
風
化
と

言
わ
な
い
で
」と
く
ぎ
を
刺
し
た
。

　
時
間
が
た
っ
て
も
、
話
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
出
会
い
が
ス
ク
ラ
ム
状
態
で

は
、
遺
族
ら
は
記
者
が
怖
い
。
被
害
者
取

材
の
経
験
が
豊
富
な
河
原
理
子
さ
ん
は
、

社
内
や
業
界
で
研
修
会
を
開
き
、
事
件
当

事
者
の
体
験
を
聞
い
た
上
で
、
対
応
を
議

論
す
る
こ
と
が
大
事
と
強
調
し
た
。

　
被
害
者
の
匿
名
と
実
名
に
分
か
れ
た
過

去
の
事
件
で
、
河
原
さ
ん
は
匿
名
の
紙
面

の
方
に
、
冷
た
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
高

橋
さ
ん
は「
遺
族
は
そ
う
思
う
か
し

ら
？
」と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
書
く
側

と
書
か
れ
る
側
の
違
い
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
事
件
や
事
故
が
起
き
れ

ば
、
私
た
ち
は
遺
族
を
割
り
出
し
、
家
へ

行
く
。
行
け
と
言
う
。
入
り
口
に
立
た
な

い
と
、
何
も
分
か
ら
な
い
か
ら
。
た
だ
そ

の
と
き
、
遺
族
ら
の
心
情
に
少
し
で
も
思

い
が
至
れ
ば
、
取
材
や
掲
載
の
姿
勢
が
、

何
か
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
だ
。

　
東
京
新
聞
社
会
部
警
視
庁
キ
ャ
ッ
プ

大
野
　
孝
志

高
橋

　シ
ズ
ヱ
　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
被
害
者
の
会
代
表
世
話
役

河
原

　理
子
　
朝
日
新
聞
社
会
部
記
者

研
究
会
「
被
害
者
報
道
を
考
え
る
」

体
験
通
じ
課
題
指
摘

　
神
奈
川
県
座
間
市
で
９
人
の
遺
体
が
見

つ
か
っ
た
事
件
で
は
、
被
害
者
報
道
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
た
。
実
名
か
匿
名
か
。
顔

　
一
回
目
に
登
壇
し
た
高
橋
シ
ズ
ヱ
さ
ん

（
右
）は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
夫
を
亡

く
し
、
直
後
の
メ
デ
ィ
ア
ス
ク
ラ
ム
の
怖

さ
を
明
か
し
た
。
葬
儀
、
事
情
聴
取
、
初

め
て
の
こ
と
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ
て
戸
惑

っ
て
い
る
の
に
、
自
宅
に
記
者
と
カ
メ
ラ

が
集
ま
り
、
帰
れ
な
い
。「
記
者
た
ち
は
、

私
の
生
活
を
邪
魔
す
る
存
在
だ
っ
た
」

　「
突
然
、
今
の
気
持
ち
を
、
と
聞
か
れ

て
も
答
え
ら
れ
な
い
。
間
違
っ
た
情
報
の
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福島第一原子力発電所取材団
（２.６～２.９）

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
事
故
か
ら
７
年
。
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
の
福
島
第

一
原
発
取
材
団
は
４
回
目

と
な
る
今
回
、
原
発
構
内

の
ほ
か
、
大
量
の
除
染
廃

棄
物
を
30
年
間
貯
蔵
す
る

「
中
間
貯
蔵
施
設
」な
ど
を

総
勢
38
人
で
訪
ね
、
復
興

の
現
状
を
見
た
。

「
廃
炉
に
向
け
た
準
備

を
し
て
い
た
７
年
だ
っ
た
」

と
、
東
電
廃
炉
カ
ン
パ
ニ

ー
の
大
山
勝
義
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
は
言
っ
た
。
原
発
構
内

を
回
る
と
、
地
表
は
一
面
、
モ
ル
タ
ル
で

覆
わ
れ
て
い
た
。
地
中
か
ら
の
放
射
線
を

遮
蔽
し
、
敷
地
の
95
％
で
一
般
作
業
服
で

の
作
業
が
可
能
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
先
は
見
通
せ
な
い
。

林
立
す
る
汚
染
水
貯
蔵
タ
ン
ク
は
現
在
、

約
８
５
０
基
。
す
で
に
約
85
万
ト
ン
の
汚

染
水
が
た
ま
っ
て
い
た
。
原
子
炉
建
屋
へ

の
地
下
水
の
流
入
は
依
然
、止
め
ら
れ
ず
、

汚
染
水
は
増
え
続
け
て
い
る
。
流
入
を
止

め
な
い
と
、
廃
炉
作
業
に
入
れ
な
い
。

肝
心
の
廃
炉
も「
定
義
」が
、
む
し
ろ

あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
経
済
産

業
省
と
東
電
が
つ
く
る
廃
炉
の「
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」で
は
、
当
初
あ
っ
た
施
設
の
解

体
計
画
が
、
い
ま
は
消
え
て
い
る
。

「
ど
こ
ま
で
す
る
の
か
。地
元
や
国
民
と

協
議
し
て
い
き
た
い
」と
、大
山
さ
ん
は
話

し
た
。
廃
炉
と
は
溶
融
燃
料
を
取
り
出
す

こ
と
か
、更
地
に
す
る
こ
と
か
―
―
。い
ず

れ
に
せ
よ
、道
の
り
は
果
て
し
な
く
長
い
。

大
熊
町
と
双
葉
町
に
ま
た
が
る「
中
間

貯
蔵
施
設
」で
は
、
除
染
廃
棄
物
の
搬
入

が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
た
。
総
面
積
は
約

16
平
方
㌔
。
そ
の
８
割
を
占
め
る
民
有
地

の
う
ち
、
よ
う
や
く
63
％
を
取
得
し
た
。

環
境
省
福
島
環
境
再
生
本
部
の
小
沢
晴

司
本
部
長
は「
地
権
者
に
と
っ
て
土
地
を

提
供
す
る
の
は
、
先
祖
か
ら
の
歴
史
を
打

ち
切
る
と
い
う
こ
と
」。
取
得
交
渉
は
そ

れ
だ
け
に
難
航
し
た
。
福
島
県
内
か
ら
出

る
除
染
廃
棄
物
は
、
推
計
で
最
大
２
２
０

０
万
立
方
㍍
。
昨
年
末
時
点
の
搬
入
量
は

ま
だ
、
そ
の
２
％
に
も
満
た
な
い
。

今
回
、
一
番
驚
い
た
の
は
Ｊ
Ｒ
富
岡
駅

前
の
変
貌
ぶ
り
だ
。
津
波
で
大
破
し
た
駅

舎
は
建
て
替
え
ら
れ
、
駅
前
商
店
街
は
、

す
れ
違
う
作
業
員
と
車
の
数
が
、
１
年

前
に
比
べ
て
明
ら
か
に
減
っ
た
。
昨
年
に

続
き
、
取
材
に
入
っ
た
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
。
大
型
休
憩
所
の
コ
ン
ビ
ニ
も
客

は
ま
ば
ら
で
、
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
と
な
っ

た
事
故
現
場
は
一
見
落
ち
着
い
て
い
る
。

し
か
し
、
１
～
４
号
機
を
見
渡
せ
る
高

台
で
は
、
持
参
の
線
量
計
の
数
値
が
毎
時

ほ
ぼ
跡
形
も
な
い
。
整
備
さ
れ
た
駅
前
に

立
つ「
富
岡
ホ
テ
ル
」に
１
泊
し
た
。

社
長
の
渡
辺
吏
さ
ん（
58
）は
商
店
街
で

食
料
品
店
を
営
ん
で
い
た
。
ホ
テ
ル
開
業

は「
復
興
の
た
め
で
す
か
」と
尋
ね
る
と
、

「
自
分
た
ち
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
た
」

と
答
え
た
。
そ
れ
こ
そ
が
、
復
興
へ
の
道

だ
ろ
う
。

企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　

上
田
　
俊
英

素
爆
発
で
屋
根
が
吹
き
飛
ん
だ
１
号
機
上

部
に
は
、
大
量
の
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
の
が

れ
き
が
山
積
み
の
ま
ま
だ
。
真
ん
中
部
分

で
支
柱
の
破
断
や
損
傷
が
複
数
あ
る
１
、

２
号
機
排
気
筒（
高
さ
１
２
０
㍍
）は
、

遠
目
に
も
サ
ビ
が
目
立
つ
。

排
気
筒
解
体
に
は
超
大
型
ク
レ
ー
ン
を

導
入
予
定
だ
が
、
建
屋
横
の
ス
ペ
ー
ス
が

手
狭
で
制
約
が
多
い
。
解
体
と
が
れ
き
撤

去
は
い
ず
れ
も
大
型
ク
レ
ー
ン
が
複
数
台

必
要
と
な
る
た
め
、
同
時
に
作
業
を
進
め

る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
確
信
し
た
。

原
子
炉
建
屋
内
の
放
射
能
汚
染
は
深
刻

で
、
今
も
容
易
に
入
れ
な
い
。
政
府
や
東

電
は「
廃
炉
」と
呼
ぶ
が
、
イ
チ
エ
フ
で

は
事
故
処
理
が
静
か
に
続
い
て
い
る
。

東
京
新
聞
社
会
部
　
小
川
　
慎
一

事
故
か
ら
７
年
　
見
通
せ
な
い
廃
炉

課
題
山
積
の
事
故
処
理
現
場

₂号機（左）の開口部に構造物を、₃号機の吹き飛んだ上部に
カバーをとりつけている。まだ燃料取り出しの準備段階だ

がれき撤去作業中の₁号機（奥）と排気筒（手前）

１
０
０
㍃
シ
ー
ベ
ル

ト
を
超
え
、
警
告
音

が
止
ま
ら
な
い
。
水

福島第一原発取材 団
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福 島原第一発取材団

原
発
事
故
の
罪
深
さ
実
感

福
島
第
一
原
発
を
取
り
囲
む
中
間
貯
蔵

施
設
の
広
大
な
敷
地
。
１
６
０
０
㌶
、
東

京
ド
ー
ム
３
４
２
個
分
。「
中
間
貯
蔵
は

必
ず
必
要
。
施
設
が
必
要
」と
皆
分
か
っ

て
い
る
が
、
土
地
を
追
わ
れ
る
住
民
の
身

に
な
れ
ば
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
用
地
買

収
は
困
難
を
極
め
た
。
高
線
量
地
域
に
あ

る
た
め
外
に
持
ち
出
せ
ず
、
１
個
１
個
全

て
国
が
買
い
取
る
こ
と
に
な
る
。「
こ
れ

は
俺
が
作
っ
た
」ド
ア
１
枚
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
石
、
庭
木
１
本
ま
で
住
民
の
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
１
１
０
０
㌶
の
用

地
は
確
保
し
た
と
い
う
。

３
年
前
か
ら
除
染
作
業
で
出
た
汚
染
土

な
ど
の
運
び
込
み
は
始
ま
っ
て
い
て
、
こ

の
日
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
ダ
ン
プ
カ
ー
が

走
る
。
し
か
し
、
こ
の
施
設
は「
中
間
」

で
あ
っ
て「
最
終
」で
は
な
い
。
最
長
で

30
年
間
保
管
す
る
だ
け
。「
最
終
貯
蔵
施

設
」は
い
つ
、
ど
こ
に
作
ら
れ
る
の
か
。

先
送
り
に
さ
れ
た
決
断
は
、
誰
が
、
ど
う

や
っ
て
下
す
の
だ
ろ
う
か
。
原
発
事
故
の

罪
深
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

テ
レ
ビ
朝
日
社
会
部
　
神
保
　
修
麻

ま
だ
ま
だ
遠
い
復
興

国
道
か
ら
１
本
入
っ
た
、
中
間
貯
蔵
施

設
予
定
地
に
は
、
家
並
み
も
店
舗
も
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
た
。
今
な
お
帰
還
困
難
区

域
と
な
っ
て
い
る
そ
の
地
に
、
確
か
に

人
々
の
営
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
し

た
。私

に
と
っ
て
は
、
事
故
後
初
め
て
の
本

格
的
な
福
島
取
材
。
第
一
原
発
を
含
め
、

初
め
て
自
分
の
目
で
現
地
の
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
目
に
し
た
原

発
の
絶
望
的
な
映
像
か
ら
比
べ
る
と
、
状

況
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
一
方
で
、
車
窓
か
ら
見
る
街
並
み
の

様
子
か
ら
は
、
約
７
年
が
経
過
し
て
も
ま

だ
ま
だ
復
興
は
遠
い
と
い
う
現
実
を
感
じ

た
。柏

崎
市
に
立
地
す
る
柏
崎
刈
羽
原
発

は
、再
稼
働
へ
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
。

そ
の
是
非
は
電
力
の
安
定
供
給
、
重
大
事

故
の
リ
ス
ク
な
ど
が
絡
み
合
い
、県
や
市
、

地
元
住
民
も
含
め
た
議
論
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
議
論
に
福
島
の
教
訓
は
ど
れ
だ

け
反
映
さ
れ
て
い
る
か
―
。
今
回
の
経
験

を
踏
ま
え
て
注
視
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

新
潟
日
報
社
柏
崎
支
局
　
小
林
　
純

「
静
」と「
動
」、
異
様
な
光
景

初
め
て
帰
還
困
難
区
域
内
に
入
っ
た
。

バ
リ
ケ
ー
ド
で
封
鎖
さ
れ
た
街
の
中
で

は
、家
や
墓
地
が
ひ
っ
そ
り
と
残
る
傍
ら
、

汚
染
土
を
搬
入
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
の
運

用
が
始
ま
っ
て
い
た
。そ
の「
静
」と「
動
」

が
対
照
的
で
異
様
な
光
景
だ
っ
た
。

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
１
年
近
く
た

っ
た
街
で
は
、
家
屋
の
解
体
が
進
ん
で
さ

ら
地
が
目
立
っ
た
。
住
民
の
帰
還
は
芳
し

く
な
い
。「
10
人
い
れ
ば
10
通
り
の
考
え

が
あ
る
。
元
の
街
に
は
戻
ら
な
い
」。
住

民
の
言
葉
か
ら
、
７
年
の
歳
月
の
長
さ
を

感
じ
た
。
一
方
、
事
業
を
再
開
し
た
漁
業

者
や
米
作
り
に
挑
む
若
者
た
ち
に
触
れ
、

人
間
の
た
く
ま
し
さ
も
教
わ
っ
た
。

福
島
か
ら
一
番
遠
い
原
発
立
地
県
の
鹿

児
島
で
は
、
残
念
な
が
ら
事
故
の
風
化
と

原
発
問
題
へ
の
関
心
低
下
が
進
む
。
被
災

地
を
訪
ね
る
た
び
に
原
発
事
故
の
む
ご
さ

を
感
じ
る
。「
も
し
同
じ
よ
う
な
事
故
が

起
き
た
ら
…
」と
不
安
も
募
る
。
今
回
見

聞
き
し
た
こ
と
も
糧
に
発
信
を
続
け
た

い
。南

日
本
新
聞
社
報
道
部
　
赤
間
　
早
也
香

帰還困難区域の道路脇の民家には防犯用
のフェンスが設置されている

楢葉町を流れる木戸川でサケ増殖事業を行っ
ている漁協組合の稚魚養殖池で解説を聞く

■
日
程（
参
加
＝
20
社
38
人
）

２
月
６
日（
火
）Ａ
班
が
第
一
原
発
構
内
取
材
、

昼
食
▼
富
岡
ホ
テ
ル
：
渡
辺
吏
・
代
表
取
締
役

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▼
同
ホ
テ
ル
泊
／
７
日（
水
）

富
岡
駅
で
Ｂ
班
と
合
流
▼
さ
く
ら
モ
ー
ル
と
み

お
か
：
モ
ー
ル
内
取
材
、
昼
食
▼
中
間
貯
蔵
施

設
視
察
▼
旧
エ
コ
テ
ッ
ク
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

視
察
▼
一
般
社
団
法
人
と
み
お
か
プ
ラ
ス
と
の

懇
談
▼
小
沢
晴
司
・
環
境
省
福
島
環
境
再
生
本

部
長
、
木
野
正
登
・
経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
官
、
万
福
裕
造
・
農
業

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
上
級
研
究
員
と

の
懇
談
▼
い
わ
き
泊
／
８
日（
木
）Ｊ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
：
小
野
俊
介
・
専
務
取
締
役
の
解
説
▼
木

戸
川
漁
協
：
鈴
木
謙
太
郎
・
鮭
ふ
化
場
長
と
の

懇
談
▼
木
戸
の
交
民
家
：
運
営
す
る
吉
川
彰
浩

氏
ら
と
の
懇
談
▼
福
島
大
学
う
つ
く
し
ま
ふ
く

し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
：
同
セ
ン
タ
ー
特
任

専
門
員
・
島
崎
延
雄
、
谷
信
孝
氏
ら
と
の
懇
談

▼
い
わ
き
駅
で
Ａ
班
解
散
▼
Ｂ
班
・
富
岡
ホ
テ

ル
：
渡
辺
吏
・
代
表
取
締
役
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▼

同
ホ
テ
ル
泊
／
９
日（
金
）Ｂ
班
が
第
一
原
発

構
内
取
材
、
昼
食
▼
東
京
駅
で
解
散

（
原
発
構
内
代
表
撮
影
：
渡
辺
幹
夫
・
朝
日
新

聞
社
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
学
校
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
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福
島
取
材
団（２

・
19
～
20
）

福島取材 団

●
飯
舘
村
　「
ま
で
い
」な
村
の
復
興

フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
山
が
目
立
つ
飯
舘

村
だ
が
、
昨
年
３
月
末
の
避
難
指
示
解
除

で「
マ
イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
向
か
っ
て
の

ス
タ
ー
ト
」（
菅
野
典
雄
村
長
）を
切
っ
て

以
来
、
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
中
心
部
に
は
道
の
駅

「
ま
で
い
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

４
月
か
ら
は
村
内
で
一
つ
に
統
合
し
た

小
中
学
校
が
再
開
さ
れ
る
。
生
徒
が
集
ま

る
か
ど
う
か
心
配
さ
れ
た
が
、
１
０
０
人

近
く
が
村
外
の
避
難
先
か
ら
通
っ
て
く
る

見
通
し
だ
。「
小
学
６
年
生
と
中
学
３
年

生
が
多
い
。
飯
舘
の
小
中
学
校
の
卒
業
証

書
が
欲
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

村
づ
く
り
で
心
掛
け
て
き
た
こ
と
が
実
っ

た
」と
菅
野
村
長
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

ま
だ
帰
還
者
は
１
割
足
ら
ず
だ
が
、
放

射
能
の
受
け
と
め
方
は「
百
人
百
様
」だ

か
ら
、帰
還
を
せ
か
せ
る
つ
も
り
は
な
い
。

「
避
難
者
の
大
部
分
は
村
か
ら
１
時
間
圏

内
に
い
る
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
こ
と
に

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
必
要
は
な
い
」と

菅
野
さ
ん
は
言
う
。
焦
ら
ず
愚
痴
を
言
わ

ず
、
丁
寧
を
意
味
す
る「
ま
で
い
」な
村

ら
し
い
復
興
を
目
指
す
姿
勢
で
あ
る
。

日
本
経
済
新
聞
出
身
　
松
本
　
克
夫

●
古
里
の
た
め
に

古
里
で
の
暮
ら
し
は
、
時
間
が
ゆ
っ
く

り
と
過
ぎ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
福
島
県
出

身
の
田
中
俊
一
氏
の
表
情
は
、
原
子
力
規

制
委
員
長
と
し
て
度
々
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場

し
て
い
た
頃
に
比
べ
、
ず
い
ぶ
ん
穏
や
か

そ
う
に
見
え
た
。

口
調
は
も
ち
ろ
ん
、
以
前
と
変
わ
ら
ず

鋭
い
。「
食
品
の
安
全
に
つ
い
て
、
ま
っ

と
う
な
学
者
は
い
な
い
の
か
」「
放
射
能
と

い
う
だ
け
で
必
要
以
上
に
騒
ぐ
の
は
メ
デ

ィ
ア
を
は
じ
め
日
本
の
特
性
だ
」。
厳
格

す
ぎ
る
食
品
摂
取
基
準
が
農
業
や
酪
農
の

再
生
を
妨
げ
、
復
興
・
再
生
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
現
状
を
大
い
に
憤
慨
す
る
。

「
事
故
が
も
た
ら
し
た
最
も
深
刻
な
問

題
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
」と
考
え

る
。
昨
年
12
月
か
ら
飯
舘
村
に
暮
ら
す
の

も
、
人
と
人
と
の
絆
を
結
び
直
す
た
め
に

自
ら
も
一
役
買
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
で

あ
ろ
う
。
村
か
ら
復
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

任
命
さ
れ
、
帰
還
し
た
村
民
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
日
々
。

「『
昔
に
戻
せ
』で
は
な
く
、
前
向
き
に
新

し
い
村
づ
く
り
を
考
え
る
し
か
な
い
」「
生

き
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
た
い
」。

熱
気
あ
ふ
れ
る
言
葉
が
続
い
た
。

中
国
新
聞
社
特
別
論
説
委
員
　
江
種
　
則
貴

●
７
年
越
し
の
小
説

古
里
で
は
な
い
福
島
の
、
放
射
線
量
が

高
い
山
寺
に
20
代
の
男
女
が
移
り
住
む
。

作
家
、
玄
侑
宗
久
さ
ん
の
最
新
作『
竹
林

精
舎
』（
朝
日
新
聞
出
版
）は
、
そ
ん
な
若

者
た
ち
の
物
語
で
あ
る
。
取
材
団
は
２
日

目
、
桜
で
名
高
い
三
春
町
の
福ふ

く

聚じ
ゅ
う

寺じ

に
玄

侑
住
職
を
お
訪
ね
し
た
。

７
年
越
し
の
書
き
下
ろ
し
を
仕
上
げ
て

「
や
っ
と
吹
っ
切
れ
た
」と
言
う
。
原
発

被
災
地
に
は
、
放
射
性
物
質
の
ほ
か
に
人

の
世
の
煩
わ
し
さ
が
多
く
降
り
か
か
っ

た
。
科
学
不
信
、
偏
向
報
道
、
無
思
慮
な

風
評
、
政
治
の
不
決
断
、
官
僚
の
頑
迷
。

議
論
で
は
な
く
、
と
も
あ
れ
行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
た
ち
に
は
、
放
射
線

よ
り
も
遠
巻
き
に
す
る
人
間
た
ち
と
の
戦

い
の
方
が
息
苦
し
く
、
困
難
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
現
地
の
人
々
の
語
り
が
た

さ
を
、
作
家
は
小
説
に
し
た
。

何
度
も
書
き
直
し
た
末
の
作
品
は
、
戻

ら
な
い
、
戻
れ
な
い
人
も
い
れ
ば
、
福
島

で
新
た
に
出
発
す
る
若
者
も
い
る
と
い
う

話
に
な
っ
た
。「
震
災
に
つ
い
て
書
く
の

は
、
こ
れ
で
一
区
切
り
に
し
た
い
」。
玄

侑
さ
ん
の
言
葉
に
、
苦
い
諦
念
と
静
か
な

決
意
が
聞
き
取
れ
た
。

毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
伊
藤
　
智
永

●「
ゼ
ロ
に
向
か
い
、
新
た
な
地
域
へ
」

昨
年
春
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
飯

舘
村
は
農
作
地
が
広
が
る
の
ど
か
な
地
域

と
い
う
印
象
だ
っ
た
。
し
か
し
、
と
こ
ろ

緑色のシートがかけられたフレコンバッグ。飯舘村には今
も₂₃₀万個が置かれているといわれる

飯舘村のいちご生産会社「いいたていちごランド」の佐藤博代表。震
災₃年後には出荷を再開。販路回復はできたという（福島民報社提供）



13 ⃝日本記者クラブ会報　2018.3.10　No.577

福 島取材団

ど
こ
ろ
に
除
染
廃
棄
物
が
入
っ
た
フ
レ
コ

ン
バ
ッ
グ
が
大
量
に
積
ま
れ
、
原
発
事
故

の
事
実
を
突
き
付
け
ら
れ
る
。
飯
舘
村
の

菅
野
典
雄
村
長
は「
放
射
能
の
災
害
は
マ

イ
ナ
ス
か
ら
ゼ
ロ
に
向
か
う
闘
い
。
除
染

や
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
に
長
い
時
間
を

か
け
る
」と
話
し
、
覚
悟
の
重
さ
を
感
じ

た
。飯

舘
村
の
住
民
の
帰
還
率
は
約
１
割
。

■
日
程（
参
加
＝
13
社
32
人
）

２
月
19
日（
月
）「
い
い
た
て
村
の
道

の
駅
ま
で
い
館
」▼
菅
野
典
雄
・
飯

舘
村
村
長
会
見
▼
同
村
蕨
平
地
区
に

あ
る
焼
却
減
容
化
施
設（
除
染
廃
棄

物
な
ど
を
処
理
）見
学
▼
い
ち
ご
生

産
会
社「
い
い
た
て
い
ち
ご
ラ
ン
ド
」

佐
藤
博
代
表
▼
田
中
俊
一
・
前
原
子

力
規
制
委
員
長
会
見
▼
岡
本
全
勝
・

内
閣
参
与
・
福
島
復
興
再
生
総
局
事

務
局
長
会
見
▼
懇
親
会
／
20
日（
火
）

木
幡
浩
・
福
島
市
長
会
見
▼
三
春
町
・

福
聚
寺
：
住
職
・
作
家
・
玄
侑
宗
久

さ
ん
と
懇
談
▼
佐
藤
酒
造
：
柳
沢
康

之
・
工
場
長
▼
郡
山
駅
で
解
散

●「
弾
丸
ツ
ア
ー
」来
年
以
降
も

「
弾
丸
取
材
ツ
ア
ー
」と
ひ
そ
か
に
恐

れ
ら
れ
て
い
る
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
被
災

地
取
材
団
は
２
０
１
３
年
８
月
に
始
ま
っ

た
。
計
６
回
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被

災
地
に
向
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
５
回
に

参
加
し
た
。
と
に
か
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

濃
密
だ
。
移
動
距
離
、
時
間
も
長
く
分
刻

み
の
日
程
に
追
わ
れ
る
。
被
災
地
の
今
を

目
に
焼
き
付
け
、
風
化
と
闘
う
人
た
ち
の

話
を
た
っ
ぷ
り
聞
い
て
ほ
し
い
、
と
い
う

事
務
局
の
熱
意
の
反
映
だ
と
思
い
た
い
。

印
象
に
残
る
場
面
は
い
く
つ
も
あ
る
。

児
童
が
７
人
、
両
親
と
も
亡
く
し
た
児
童

三春町・福聚寺の住職・玄侑さん。
「変わりたくない、変えたくない」
が震災後の日本人の心情だったの
では、と。近くの佐藤酒造も訪問。
同酒造は福聚寺のしだれ桜の花弁
からとった酵母を使った「一と口」
などを製造している

菅野典雄・飯舘村村長

田中俊一・飯舘村復興アド
バイザー（前原子力規制委員長）

夜
に
な
っ
て
も
灯
り
の
と
も
る
住
宅
は
見

ら
れ
ず
、
慣
れ
親
し
ん
だ
人
た
ち
の
い
な

い
場
所
に
戻
ろ
う
と
思
え
る
人
は
ど
れ
だ

け
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
菅
野
村
長
を
は
じ
め
、
田
中

俊
一
前
原
子
力
規
制
委
員
長
、
木
幡
浩
福

島
市
長
の
会
見
で
聞
か
れ
た
３
者
の
共
通

す
る
思
い
に
希
望
を
感
じ
た
。「
住
民
を

戻
す
だ
け
で
は
な
く
新
た
な
住
民
を
呼
び

込
む
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
」。
ど
ん

な
魅
力
を
創
出
し
て
い
く
の
か
、
今
後
の

取
り
組
み
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

文
化
放
送
報
道
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

佐
藤
　
圭
一

避
難
所
生
活
体
験
研
修
に
参
加

東
日
本
大
震
災
の
体
験
か
ら
学
ぶ
岩
手

日
報
主
催
の
記
者
セ
ミ
ナ
ー
（
２
月
14
日

～
16
日
）で
陸
前
高
田
市
を
訪
れ
た
。

避
難
生
活
体
験
で
は
、
実
際
に
避
難
所

と
し
て
使
わ
れ
た
施
設
で
一
晩
を
過
ご
し

た
。
想
像
以
上
の
寒
さ
に
、
眠
れ
な
い
ま

ま
朝
を
迎
え
た
。
体
調
を
崩
し
か
ね
な
い

厳
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
被
災
地
の
思
い

を
伝
え
る
と
い
う
地
元
紙
の
覚
悟
が
伝
わ

っ
て
き
た
。

ま
た
、
被
災
者
、
記
者
の
体
験
談
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
。
１
５
０
日
間
に
わ
た

り
避
難
所
運
営
に
携
わ
っ
た
菅
野
修
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
社
長
）の
話
は
、
非
常

時
の
知
恵
の
宝
庫
だ
。
震
災
報
道
に
あ
た

っ
た
岩
手
日
報
の
太
田
代
剛
さ
ん
、
鹿
糠

敏
和
さ
ん
が
、初
動
の
苦
い
経
験
を
語
る
。

当
時
を
思
い
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
る
場
面

も
。
か
さ
上
げ
さ
れ
た
市
街
地
で
和
雑
貨

屋
を
再
開
し
た
磐
井
正
篤
さ
ん
の
表
情

は
、
ふ
る
さ
と
で
働
く
喜
び
に
満
ち
て
い

た
。
戸
羽
太
市
長
の
会
見
で
は
、
復
興
を

や
り
遂
げ
る
決
意
が
語
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
違
う
話
で
も
、
根
っ
こ
に
あ
る
も
の
は

同
じ
。「
私
た
ち
と
同
じ
思
い
を
し
て
ほ

し
く
な
い
」と
い
う
願
い
だ
。

そ
の
思
い
と
経
験
を
し
っ
か
り
受
け
取

る
こ
と
こ
そ
が
、
風
化
に
抗
う
こ
と
な
の

だ
と
感
じ
た
３
日
間
だ
っ
た
。

ク
ラ
ブ
事
務
局
企
画
担
当
　
村
上
　
直
人

※
14
㌻
に
関
連
記
事

が
10
人
、
父
と
母
の
ど
ち
ら
か
を
亡
く
し

た
児
童
は
50
人
を
超
え
た
岩
手
県
陸
前
高

田
市
の
高
田
小
学
校
。
木
下
邦
男
校
長
が

時
に
涙
を
流
し
な
が
ら
話
し
た
思
い
は
胸

に
響
い
た
。
宮
古
市
田
老
の
ホ
テ
ル
で
見

た
当
日
の
津
波
の
映
像
は
衝
撃
的
だ
っ

た
。原

発
事
故
の
傷
痕
は
今
も
生
々
し
い
。

７
年
た
っ
て
も
何
も
始
ま
っ
て
い
な
い
地

域
も
あ
る
。
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
も
増

え
て
い
る
。
来
年
以
降
も
弾
丸
ツ
ア
ー
に

参
加
し
被
災
地
の
姿
を
焼
き
付
け
た
い
。

企
画
委
員
　
東
京
新
聞
編
集
局
次
長

　
瀬
口
　
晴
義

岩手日報社主催セミナー
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岩手 � 特集　3.11から7 年

特
集「
３
・
11
か
ら
７
年
　
今
伝
え
た
い
こ
と
」

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
で
は
、
毎
年
３
月
号
に
東
日
本
大
震
災
の
特
集
を
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
７
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
被
災
地

メ
デ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

避難所生活疑似体験イベントを実施
県内仮設にいまだ約7800人

■岩手日報社　太田代　剛

被
災
者
は
、
東
日
本
大
震
災
の
風
化
を
恐

れ
て
い
る
。
岩
手
日
報
社
な
ど
が
組
織
し
た

実
行
委
員
会
は
そ
の
思
い
を
受
け
、
２
月
14

～
16
日
、被
災
地
の
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
、

東
日
本
大
震
災
の
避
難
所
生
活
を
疑
似
体
験

し
教
訓
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト「
い
ざ
・
ト
レ
」

を
初
開
催
し
た
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震

が
想
定
さ
れ
る
地
域

の
行
政
関
係
者
や
全

国
の
新
聞
社
、
テ
レ

ビ
局
の
防
災
担
当
記

者
ら
約
90
人
が
参

加
。
震
災
で
実
際
に

避
難
所
と
な
っ
た
同

市
高
田
町
の
市
ス
ポ

ー
ツ
ド
ー
ム
に
テ
ン

ト
を
張
り
、
一
斗
缶

で
火
を
お
こ
し
、
暖

房
や
照
明
を
落
と

し
、
寝
袋
で
一
夜
を

過
ご
し
た
。
外
は
大

雨
。
恐
ろ
し
い
雨
音

が
響
く
中
、
午
後
10

時
半
に
就
寝
し
た
。

最
初
は
な
ん
と
か
眠
れ
た
が
、
午
前
１
時
、

３
時
、
５
時
と
時
が
進
む
と
と
も
に
、
地
べ

た
の
冷
え
が
じ
わ
じ
わ
と
し
み
て
く
る
。
寝

袋
の
中
で
が
た
が
た
と
震
え
が
止
ま
ら
ず
、

起
床
時
刻
の
同
６
時
に
は
す
っ
か
り
精
根
尽

き
果
て
た
。

こ
の
日
の
陸
前
高
田
の
最
低
気
温
は
０
・

５
度
。
２
０
１
１
年
３
月
12
日
未
明
の
最
低

気
温
の
記
録
は
停
電
の
影
響
で
残
っ
て
い
な

い
が
、「
小
雪
が
舞
っ
た
」と
い
う
被
災
者

の
証
言
が
あ
り
、
氷
点
下
だ
っ
た
と
思
う
。

テ
ン
ト
も
寝
袋
も
な
く
、
家
族
の
安
否
も

分
か
ら
ず
、い
つ
救
援
が
来
る
と
も
知
れ
ず
、

真
っ
暗
な
一
夜
を
過
ご
し
た
被
災
者
の
苦
難

は
、
疑
似
体
験
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

ほ
ど
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
。

震
災
か
ら
間
も
な
く
７
年
。
あ
の
日
、
津

波
に
襲
わ
れ
た
同
市
気
仙
町
の
県
立
高
田
病

院
の
屋
上
で
凍
え
る
一
夜
を
過
ご
し
た
土
岐

民
子
さ
ん（
88
）は
、
今
も
同
市
小お

友と
も

町
の

仮
設
住
宅
に
ひ
と
り
で
暮
ら
し
て
い
る
。

土
岐
さ
ん
は
病
院
の
屋
上
か
ら
ヘ
リ
で
つ

り
上
げ
ら
れ
、
同
市
の
第
一
中
学
校
避
難
所

に
降
ろ
さ
れ
た
。
心
臓
の
持
病
の
た
め
、
東

京
都
内
の
病
院
に
入
院
し
た
後
、
仮
設
住
宅

へ
入
っ
た
。

旧
士
族
の
家
に
嫁
ぎ
、
13
部
屋
も
あ
る
大

き
な
家
で
厳
し
い
し
き
た
り
に
苦
労
し
な
が

ら
、
小
学
校
の
教
員
を
勤
め
上
げ
た
土
岐
さ

ん
。
小
さ
な
仮
設
住
宅
で
も
名
家
の
誇
り
を

守
っ
て
暮
ら
し
、
取
材
に
も
り
ん
と
応
じ
て

く
れ
た
が
、
震
災
後
７
年
の
思
い
を
尋
ね
た

時
に
だ
け「
最
初
は
す
ぐ
新
し
い
家
が
建
て

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ず
い
ぶ
ん

待
た
さ
れ
た
」と
深
い
た
め
息
を
漏
ら
し

た
。土

岐
さ
ん
を
取
材
し
た
２
月
17
日
は
、
震

災
か
ら
２
５
３
５
日
目
だ
っ
た
。
心
休
ま
る

日
は
、そ
の
う
ち
何
日
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

同
市
中
心
部
の
区
画
整
理
事
業
は
、
20
年
度

ま
で
続
く
。

岩
手
県
内
で
は
、
今
も
７
７
５
８
人
が
仮

設
住
宅（
１
月
末
現
在
、
み
な
し
仮
設
を
含

む
）で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
私
た
ち

は
８
年
間
の
岩
手
県
復
興
計
画
が
最
終
年
度

と
な
る
18
年
度
を
前
に
、
土
岐
さ
ん
ら
仮
設

住
宅
に
残
る
被
災
者
を
一
人
一
人
訪
ね
て
改

め
て
思
い
を
聞
き
今
後
の
報
道
の
指
針
を
見

い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

地
震
や
津
波
の
発
生
予
測
は
、
最
新
の
科

学
を
も
っ
て
し
て
も
難
し
い
。
朝
、
普
段
通

り
に
朝
食
を
取
り
、「
い
っ
て
き
ま
す
」と

元
気
に
玄
関
を
出
て
行
っ
た
家
族
と
突
然
二

度
と
会
え
な
く
な
る
、
残
酷
な
災
害
だ
。
被

災
者
が
絞
り
出
す「
も
っ
と
親
孝
行
し
て
や

り
た
か
っ
た
」「
娘
が
行
き
た
い
と
言
っ
て
い

た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
、
一
度
で
も
連
れ

て
い
っ
て
や
り
た
か
っ
た
」「
苦
労
を
か
け
た

妻
に
、
一
言『
あ
り
が
と
う
』と
言
っ
て
や

り
た
か
っ
た
」と
い
う
言
葉
の
全
て
に
、
悔

し
さ
が
あ
ふ
れ
る
。「
風
化
へ
の
恐
怖
」を

形
成
し
て
い
る
の
は「
も
う
二
度
と
、
誰
に

も
こ
ん
な
思
い
を
し
て
ほ
し
く
な
い
」と
い

う
切
な
る
思
い
だ
。

20
年
の
東
京
五
輪
が
近
づ
く
一
方
、
震
災

の
記
憶
は
風
化
し
て
い
く
。
私
た
ち
は
、
仮

設
を
出
る
最
後
の
一
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

望
む
形
で
生
活
再
建
を
果
た
し
、
長
過
ぎ
た

避
難
生
活
に
笑
顔
で
終
止
符
を
打
つ
ま
で
復

興
は
終
わ
ら
な
い
と
考
え
る
。
震
災
10
年
を

迎
え
る
前
に「
復
興
五
輪
」と
い
う
見
出
し

を
胸
を
張
っ
て
打
て
る
よ
う
、
被
災
者
に
寄

り
添
っ
て
い
き
た
い
。

（
お
お
た
し
ろ
・
た
け
し
　
報
道
部
次
長
）

避難所の疑似体験のためドームテントを設営する「いざ・
トレ」参加者（２月14日／岩手県陸前高田市／岩手日報社提供）
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1月から長期連載スタート

「大川小の教訓」伝える使命
■河北新報社　山﨑　敦

今 伝えたいこと� 宮城

石
巻
市
立
大
川

小
学
校
は
東
日
本

大
震
災
の
大
津
波

に
襲
わ
れ
、
全
校

児
童
１
０
８
人

中
、
70
人
が
死
亡

し
、
今
も
４
人
の

行
方
が
分
か
ら
な

い
。
児
童
を
保
護

し
て
い
た
教
職
員

10
人
も
亡
く
な
っ

た
。「
最
も
安
全

な
は
ず
の
学
校
に

い
た
の
に
、な
ぜ
、

わ
が
子
は
亡
く
な

っ
た
の
か
」。
戦

後
最
悪
と
さ
れ
る

学
校
管
理
下
の
事

故
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
震
災
か
ら
７
年
が
た
つ
今
も
遺
族
は

納
得
の
い
く
答
え
を
得
ら
れ
な
い
で
い

る
。河

北
新
報
社
は
１
月
12
日
か
ら
長
期
連

載「
止
ま
っ
た
刻と

き

　
検
証
・
大
川
小
事
故
」

を
始
め
た
。「
止
ま
っ
た
刻
」は
、
あ
の

日
か
ら
止
ま
っ
た
遺
族
の
心
と
大
川
小
の

壊
れ
た
時
計
を
表
し
、
検
証
に
よ
り
１
分

１
秒
で
も
時
計
の
針
を
進
め
ら
れ
た
ら
と

の
願
い
を
込
め
た
。

検
証
は
基
本
的
に
①
３
月
11
日
午
後
２

時
46
分
の
地
震
発
生
か
ら
津
波
襲
来
ま
で

②
遺
族
が
提
訴
す
る
大
き
な
理
由
と
な
っ

た
メ
モ
廃
棄
な
ど
石
巻
市
教
委
に
よ
る
事

後
対
応
③
仙
台
高
裁
で
焦
点
と
な
っ
て
い

る
事
前
防
災
―
の
三
つ
の
柱
か
ら
成
る
。

「
な
ぜ
、
今
、
大
川
小
な
の
か
」と
聞

か
れ
る
た
び
、
遺
族
の
疑
問
が
い
ま
だ
に

解
消
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、「
２

０
１
８
年
は
大
川
小
に
と
っ
て
二
つ
の
大

き
な
節
目
の
年
だ
か
ら
」と
答
え
て
い

る
。一

つ
目
は
裁
判
。
16
年
10
月
の
仙
台
地

裁
判
決
は「
教
員
ら
は
大
津
波
の
襲
来
を

予
見
で
き
、
裏
山
に
児
童
を
避
難
さ
せ
る

べ
き
だ
っ
た
」と
学
校
の
責
任
を
認
め
、

計
約
14
億
２
６
０
０
万
円
の
支
払
い
を
石

巻
市
と
宮
城
県
に
命
じ
た
。
市
と
県
が
控

訴
し
、
仙
台
高
裁
判
決
が
４
月
26
日
に
言

い
渡
さ
れ
る
。
原
告
が
勝
て
ば
、
判
決
は

全
国
の
教
育
現
場
に
と
っ
て
新
た
な「
指

針
」と
な
る
公
算
が
大
き
い
。

二
つ
目
は
１
８
７
３（
明
治
６
）年
に
開

校
し
た
大
川
小（
当
時
は
釜
谷
小
）が
３

月
に
閉
校
す
る
た
め
だ
。
震
災
後
、
大
川

小
は
内
陸
の
二
俣
小
の
敷
地
内
に
仮
設
校

舎
を
建
て
た
。
児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、

二
俣
小
と
統
合
し
、
１
４
５
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
す
。

大
川
小
の
取
材
は
当
初
か
ら
困
難
が
予

想
さ
れ
、
今
も
手
探
り
の
状
態
が
続
く
。

当
時
、
学
校
に
い
た
教
職
員
11
人
中
、
唯

一
、
助
か
っ
た
男
性
教
務
主
任（
56
）は

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
）を
発
症
し
、
今
も
病
気
休
職
中
だ
。

津
波
襲
来
時
、
学
校
に
い
て
助
か
っ
た
児

童
４
人
の
う
ち
、
取
材
に
協
力
し
て
く
れ

て
い
る
の
は
当
時
５
年
の
只
野
哲
也
さ
ん

（
18
）＝
高
校
３
年
＝
だ
け
だ
。

■
語
り
始
め
る
卒
業
生
た
ち

証
言
者
は
限
ら
れ
、
し
か
も
高
い
ハ
ー

ド
ル
が
待
ち
受
け
る
。
新
た
に
協
力
を
得

ら
れ
た
と
し
て
も
、
７
年
の
歳
月
に
よ
る

記
憶
の
揺
れ
な
ど
が
立
ち
は
だ
か
る
。
一

方
、
７
年
た
つ
今
だ
か
ら
こ
そ
、
重
い
口

を
開
い
て
く
れ
た
関
係
者
も
少
な
く
な

い
。

当
時
の
状
況
を
再
現
し
、
検
証
す
る
作

業
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
が
、
う
れ
し

い
出
来
事
も
あ
っ
た
。
当
時
の
５
年
生
は

今
18
歳
、
６
年
生
は
19
歳
に
な
っ
た
。
自

ら
の
意
思
で
取
材
に
応
じ
て
く
れ
、
貴
重

な
新
証
言
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ

の
日
の
校
庭
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
再
現
で

き
た
の
は
、
卒
業
生
た
ち
の
驚
く
べ
き
記

憶
力
の
お
か
げ
だ
。

震
災
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
た
ち
を

二
度
と
生
ま
な
い
―
。「
大
川
小
の
教
訓
」

を
広
く
伝
え
る
こ
と
が
地
元
紙
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
だ
と
思
う
。
同
時
に
取
材
班
の

思
い
は
、
長
男
大
輔
君
＝
当
時（
12
）＝

を
亡
く
し
た
原
告
団
長
今
野
浩
行
さ
ん

（
56
）の
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。

「
学
校
防
災
の
教
訓
の
た
め
に
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
本
人

に
は
夢
も
あ
っ
た
。
助
か
ら
な
か
っ
た
た

め
、教
訓
と
い
う
言
葉
を
使
う
し
か
な
い
。

あ
の
日
、
校
庭
で
何
が
あ
っ
た
の
か
？
　

事
前
の
備
え
は
十
分
だ
っ
た
の
か
？
　
な

ぜ
、
大
川
小
だ
け
だ
っ
た
の
か
を
検
証
し

な
け
れ
ば
、
次
の
教
訓
に
は
な
ら
な
い
」

な
ぜ
、
大
川
小
だ
け
な
の
か
？
　
多
く

の
記
者
が
挑
ん
で
き
た
が
、
達
成
感
に
浸

っ
て
い
る
と
の
声
は
聞
か
な
い
。
全
国
の

記
者
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
ジ
グ
ソ
ー

パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
埋
め
て
い
き
た
い
。

（
や
ま
ざ
き
・
あ
つ
し
　
大
川
小
事
故
取
材
班

キ
ャ
ッ
プ
）

被災した大川小。背後に裏山が広がる（２０1７年1２月15日／宮城県
石巻市釜谷／河北新報社提供）
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川 村内

南 馬相

ワ
イ
ン
造
り
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

■
福
島
民
報
社
　
須
藤

　茂
俊

若
い
世
代

　復
興
の
大
き
な
力
に

■
福
島
民
友
新
聞
社
　
渡
辺

　久
男

福島 � 特集　3.11から7 年

東
日
本
大
震
災
と

東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
丸
７

年
を
迎
え
る
福
島
県

川
内
村
は「
復
旧
・

復
興
か
ら
継
承
・
創

転
居
先
の
住
宅
兼
倉

庫
で
18
年
中
に
書
店

と
劇
場
の
開
業
を
目

指
し
て
い
る
。「
高

校
生
た
ち
が
帰
り
の

電
車
を
待
つ
間
、
時

施
設
や
貯
蔵
施
設
を
整
備
す
る

方
針
で
、
20
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て

川
内
産
ワ
イ
ン
を
売
り
出
す
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
村
は
観

光
客
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
し

て
お
り
、
将
来
的
に
は
宿
泊
施

設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

体
と
比
べ
て
ま
だ
ま
だ
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
つ

ま
で
も「
被
災
地
」と
く
く

ら
れ
る
時
期
か
ら
は
徐
々
に

脱
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
の
だ
。

（
わ
た
な
べ
・
ひ
さ
お
　
浪
江

支
局
長
・
相
双
支
社
）

生
へ
」を
掲
げ
、
村
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
た

な
農
業
・
産
業
の
振
興
を
目

指
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
進
め
て
い
る
ワ
イ

ン
醸
造
事
業
が
注
目
さ
れ
る
。

村
は
原
発
事
故
後
の
新
た
な
農
業
の
あ
り

方
を
探
る
中
で
、
付
加
価
値
の
高
い
農
作
物

の
栽
培
、
６
次
化
商
品
の
開
発
に
つ
な
が
る

ワ
イ
ン
醸
造
に
注
目
。
震
災
前
、
畜
産
業
が

盛
ん
だ
っ
た
北
西
部
の
川
内
村
上
川
内
字
大

平
の
高
台
に
ワ
イ
ン
醸
造
用
ブ
ド
ウ
栽
培
の

農
地
を
整
備
し
た
。
16
年
、
一
般
社
団
法
人

「
日
本
葡
萄
酒
革
新
協
会
」の
指
導
で
地
域

住
民
ら
が「
高
田
島
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
研
究

会
」を
設
立
し
、
ブ
ド
ウ
栽
培
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
こ
れ
ま
で
約
２
・
７
㌶
の
農
地
に
１

万
本
近
い
苗
を
植
栽
し
た
。

昨
年
８
月
に
は
ワ
イ
ン
造
り
を
本
格
化
さ

せ
る
た
め
村
出
資
に
よ
る
ワ
イ
ン
醸
造
会
社

を
設
立
し
た
。
今
後
は
ブ
ド
ウ
畑
を
現
在
の

約
２
倍
の
広
さ
に
拡
大
し
、
隣
接
地
に
醸
造

川
内
村
は
原
発
事
故
に
よ
る
全
村
避
難

後
、
12
年
１
月
、
遠
藤
雄
幸
村
長
が
帰
村
宣

言
し
、
同
年
４
月
に
役
場
機
能
を
避
難
先
の

郡
山
市
か
ら
村
内
に
戻
し
た
。
現
在
、
除
染

や
社
会
基
盤
の
復
旧
、整
備
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、

今
年
２
月
１
日
現
在
、
約
２
７
０
０
人
の
人

口
の
う
ち
、
約
２
２
０
０
人
が
村
内
で
の
生

活
を
再
開
し
て
い
る
。
帰
還
率
は
８
割
を
超

え
た
が
、
20
代
か
ら
40
代
の
子
育
て
世
代
と

そ
の
子
ど
も
ら
の
帰
還
が
進
ま
な
い
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
村
は
ワ
イ
ン
醸
造
事
業
を
進

め
る
こ
と
で
、
ブ
ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ン
造
り

に
興
味
を
持
つ
人
が
村
内
に
定
住
し
、
交
流

人
口
が
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

震
災
と
原
発
事
故
後
、
い
ち
早
く
古
里
に

戻
り
、
社
会
基
盤
の
整
備
を
ほ
ぼ
完
了
さ
せ

た
川
内
村
。
復
旧
・
復
興
の
次
の
ス
テ
ー
ジ

を
見
据
え
た
ワ
イ
ン
醸
造
事
業
が
、
人
口
減

少
期
を
迎
え
て
い
る
全
国
の
地
域
づ
く
り
の

モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
す
ど
う
・
し
げ
と
し
　
双
葉
南
支
局
長
兼
い
わ

き
支
社
報
道
部
副
部
長
）

川内村上川内字大平に広がるブドウ畑
（福島民報社提供）

柳美里氏（右）らが開催した書店と劇場
のプレオープン・イベント（２０1７年1２月/
福島県南相馬市小高区 /福島民友新聞社提供）

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
20
㌔
圏
内
の
福

島
県
南
相
馬
市
小お

高だ
か

区
と
原は

ら

町ま
ち

区
の
一
部
。

市
内
で
は
も
っ
と
も
遅
く
、
避
難
指
示
が
２

０
１
６
年
７
月
に
解
除
さ
れ
た
。
市
に
よ
る

と
、
今
年
１
月
現
在
で
２
８
１
８
人
が
生
活

し
て
い
る
。
住
民
の
帰
還
も
徐
々
に
進
ん
で

い
る
が
、
商
業
施
設
や
医
療
・
福
祉
施
設
な

ど
、
整
備
は
進
め
て
い
る
も
の
の
不
足
は
否

め
な
い
。

小
高
区
で
は
17
年
４
月
に
市
立
小
、
中
学

校
が
再
開
し
、
実
業
高
校
２
校
が
統
合
し
た

県
立
小
高
産
業
技
術
高
が
開
校
。
若
い
世
代

が
地
域
に
増
え
、
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ
う

に
感
じ
る
。
ほ
か
の
原
発
事
故
被
災
自
治
体

と
比
較
し
て
考
え
て
み
る
と
、
若
い
世
代
の

活
力
は
、
復
興
に
向
け
大
き
な
力
に
な
る
と

感
じ
る
。

同
校
の
校
歌
の
作
詞
を
担
当
し
た
、
芥
川

間
つ
ぶ
し
が
で
き
る
場
所
が
小
高
に
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
そ
の
生
徒
た
ち
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
書
店
だ
っ
た
」と
明
か
す
。
ま
た
、

劇
団
出
身
で
も
あ
る
柳
氏
は「
小
高
は
福
島

第
１
原
発
か
ら
20
㌔
圏
内
で
警
戒
区
域
と
い

う
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
た
場
所
。
劇
場
を
き

っ
か
け
に
人
を
呼
び
込
め
れ
ば
」と
願
う
。

震
災
・
原
発
事
故
発
生
か
ら
２
回
目
と
な

っ
た
今
年
１
月
の
市
長
選
は
、
震
災
・
原
発

事
故
発
生
当
時
の
市
長
で
、
政
府
の
原
発
再

稼
働
路
線
を
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
桜
井
勝

延
氏（
62
）と
、
震
災
当
時
、
市
の
経
済
部

長
だ
っ
た
門
馬
和
夫
氏（
64
）の
一
騎
打
ち

と
な
っ
た
。
と
も
に「
脱
原
発
」の
ス
タ
ン

ス
で
、
子
育
て
支
援
政
策
の
拡
充
な
ど
政
策

の
方
向
性
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
が
、
２
０

１
票
差
で
門
馬
氏
が
競
り
勝
っ
た
。
門
馬
氏

が
掲
げ
た「
対
立
か
ら
対
話
」の
姿
勢
に
、

有
権
者
は
残
さ
れ
た
復
興
・
創
生
期
間
で
の

復
興
の
さ
ら
な
る
加
速
と
地
域
の
発
展
へ
期

待
を
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。

南
相
馬
市
の
復
興
の
進
捗
は
ほ
か
の
自
治

賞
作
家
の
柳
美
里
氏（
49
）。

17
年
７
月
に
原
町
区
か
ら
小

高
区
に
転
居
し
た
柳
氏
は
、



17 ⃝日本記者クラブ会報　2018.3.10　No.577

似
顔
絵
作
製
記
事
で
特
集

■
石
巻
日
日
新
聞
社
　
平
井

　美
智
子

三
陸
全
体
の
復
興
構
想
を

■
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
　
宿
輪

　智
浩

今 伝えたいこと� 石巻／盛岡

計₁₀₀体の遺体から似顔絵を作製した元宮
城県警の安倍秀一さん（石巻日日新聞社提供）

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
７

年
間
、
石
巻
日
日
新
聞
に
は

常
に
震
災
関
連
の
記
事
が
載

っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
記
事
も

あ
れ
ば
ベ
タ
記
事
も
あ
る

が
、
ど
こ
か
に「
震
災
」や

「
復
興
」
の
文
字
が
入
る
。

被
災
地
の
現
状
を
視
察
研
修

に
訪
れ
る
学
生
を
は
じ
め
県

は
今
も
行
方
不
明
だ
。
一
方

で
遺
体
が
見
つ
か
っ
て
も
身

元
が
分
か
ら
ず
、
今
も
県
内

の
霊
安
室
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
遺
骨
は
10
柱
。
生
前
、
何

と
い
う
名
前
で
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
暮
ら
し
を
送
っ
て

き
た
の
か
―
。
科
学
技
術
が

進
歩
を
遂
げ
た
現
代
で
も
照

外
の
人
た
ち
に
そ
う
伝
え
る
と
、
素
直
に

驚
き
震
災
を
改
め
て
思
い
返
す
人
も
少
な

く
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
あ
の
日
以
来
、

被
災
地
で
は「
日
常
」が「
非
日
常
」か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
一
つ
一
つ
の
喜
怒
哀
楽
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
こ
と
を

心
に
刻
ん
で
帰
っ
て
い
く
。

報
道
部
の
私
の
デ
ス
ク
後
ろ
の
ボ
ー
ド

に
貼
っ
て
い
る
２
０
１
６
年
12
月
14
日
付

６
面（
最
終
面
）の
縮
小
コ
ピ
ー
も
そ
ん

な
紙
面
の
一
つ
。「
震
災
か
ら
５
年
９
カ
月
　

一
日
も
早
く
家
族
の
も
と
へ
」の
見
出
し

の
下
に
は
、
宮
城
県
警
が
作
製
し
た
身
元

不
明
者
７
人
の
似
顔
絵
と
身
に
着
け
て
い

た
服
や
所
持
品
の
写
真
が
並
ぶ
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
石
巻
地
方（
石

巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町
）の
犠
牲
者

は
５
１
６
０
人
。
こ
の
う
ち
約
７
０
０
人

会
す
る
手
立
て
と
し
て
似
顔
絵
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
未
曾
有
の
災
害
に

直
撃
さ
れ
た
被
災
地
の
現
実
だ
。
１
年
以

上
前
の
紙
面
コ
ピ
ー
を
貼
り
続
け
て
い
る

の
は
、
こ
の
現
実
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
の
思
い
か
ら
だ
。

３
月
11
日
を
前
に
組
む
特
集
企
画
で
今

年
は
似
顔
絵
を
作
製
し
て
い
る
県
警
関
係

者
を
取
材
し
、
絵
に
託
し
た
思
い
や
公
開

後
の
反
響
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

作
製
者
た
ち
は
、
遺
体
の
頭
部
に
わ
ず
か

に
残
っ
て
い
た
頬
や
口
の
筋
肉
を
頼
り
に

「
何
と
か
し
て
や
ろ
う
」の
一
念
で
描
い
た

と
い
う
。
中
に
は
焼
死
体
や
骨
に
近
い
も

の
も
あ
る
が
、
歯
牙
の
確
認
な
ど
で
年
齢

層
を
割
り
出
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
仕
上

げ
た
。
こ
う
し
た
話
を
地
元
住
民
で
あ
る

読
者
に
伝
え
る
こ
と
で
、
再
び
関
心
を
持

っ
て
似
顔
絵
に
触
れ
、
小
さ
な
情
報
で
も

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ

れ
が
地
域
紙
の
役
割
で
も
あ
る
。

（
ひ
ら
い
・
み
ち
こ
　
報
道
部
長
）

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ（
理
想
郷
）は
築
け
て

い
な
い
よ
…
」

震
災
以
前
か
ら
親
し
く
し
て
い
る
釜
石

市
の
男
性
に
７
年
た
っ
た
ま
ち
の
状
況
を

聞
く
と
こ
う
返
っ
て
き
た
。
地
域
間
で
差

は
あ
る
も
の
の
、
岩
手
県
沿
岸
部
の
復
興

は
目
に
見
え
て
進
ん
で
い
る
。
復
興
交
付

金
に
よ
る
大
型
事
業
は
ほ
ぼ
着
工
済
み

で
、
新
し
い
商
店
街
や
マ
ン
シ
ョ
ン
型
の

公
営
住
宅
も
続
々
と
整
備
さ
れ
た
。
そ
れ

で
も
冒
頭
の
言
葉
が
出
る
背
景
に
は
、
将

来
の
展
望
が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。

７
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
風

化
に
抗
う
わ
け
で
も
な
く
、
今
も
自
社
の

ニ
ュ
ー
ス
に
被
災
地
の
話
題
が
登
場
し
な

い
日
は
な
い
。
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

は
毎
週
水
曜
日
に「
復
興
へ
の
羅
針
盤
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
６
分
前
後
の
特
集
を

放
送
し
続
け
て
い
る
。
被
災
地
で
あ
る
宮

古
市
、
釜
石
市
、
大
船
渡
市
の
駐
在
社
員

を
中
心
に
制
作
し
て
い
て
、
作
業
は
大
変

だ
が
話
題
に
窮
す
る
こ
と
は
な
い
。
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
が
仮
設
住
宅
を
訪
ね
、
住
民
に

心
境
を
語
っ
て
も
ら
う「
仮
設
住
宅
は

今
」も
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
て
、
放
送
は

50
回
を
超
え
た
。
こ
の
ほ
か
３
カ
月
に
１

回
、「
忘
れ
な
い
３
・
11
」と
題
し
た
報

道
特
別
番
組
を
放
送
し
て
お
り
、
名
物
店

の
再
開
や
、
水
産
業
の
苦
境
、
方
言
劇
で

人
々
を
楽
し
ま
せ
る
集
団
な
ど
が
最
近
の

主
人
公
と
な
っ
た
。
ハ
ー
ド
整
備
の
完
了

に
伴
い
、
よ
り
心
の
復
興
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
が
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
被
災
地
と
共
に
走
り
続
け

た
つ
も
り
の
７
年
間
だ
っ
た
が
、
行
政
の

復
興
事
業
と
同
じ
く
、
わ
れ
わ
れ
に
も
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
足
り
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
ど
ん
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
の
か
が
弱
く
、
そ
の
場
そ

の
場
で
個
別
の
事
柄
を
取
り
上
げ
た
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
反
省
だ
。

宮
沢
賢
治
の「
世
界
が
ぜ
ん
た
い
幸
福

に
な
ら
な
い
う
ち
は
個
人
の
幸
福
は
あ
り

得
な
い
」は
壮
大
な
話
だ
と
し
て
も
、
三

陸
の
人
々
の
幸
せ
を
考
え
た
地
域
全
体
の

復
興
を
今
か
ら
で
も
描
い
て
い
く
べ
き

だ
。
ス
タ
ジ
ア
ム
を
造
っ
て
も
利
用
す
る

人
が
い
な
け
れ
ば
、
防
潮
堤
を
造
っ
て
も

守
る
人
が
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
住

民
の
感
覚
と
ず
れ
の
な
い
提
言
を
し
、
未

来
を
描
い
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
メ
デ
ィ

ア
の
責
務
と
考
え
て
い
る
。

最
後
に
。
自
然
災
害
は
止
め
ら
れ
な
い

が
、
こ
の
大
き
す
ぎ
た
被
害
を
教
訓
に
、

そ
の
土
地
を
知
り
、
人
を
知
り
、
気
質
も

知
る
全
国
の
地
域
メ
デ
ィ
ア
が
、
そ
れ
ぞ

れ
減
災
報
道
を
続
け
る
こ
と
を
願
う
。

（
し
く
わ
・
と
も
ひ
ろ
　
報
道
部
デ
ス
ク
）
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平
昌
五
輪�

長
尾

　一
史（
共
同
通
信
社
ソ
ウ
ル
支
局
）

北
朝
鮮
応
援
団
に
違
和
感
も

平
昌
冬
季
五
輪
取
材
の
た
め
約
１
カ

月
、
現
地
に
滞
在
し
た
。
運
動
部
の
協
力

を
得
つ
つ
北
朝
鮮
選
手
や
韓
国
選
手
の
話

題
な
ど
を
追
っ
た
ほ
か
、
競
技
取
材
と
は

別
に
事
件
や
事
故
も
カ
バ
ー
し
た
。

北
朝
鮮
選
手
団
に
は
韓
国
政
府
関
係
者

が
随
行
し
、
接
触
や
取
材
は
な
か
な
か
難

し
か
っ
た
が
、
開
幕
後
、
競
技
場
の
取
材

ゾ
ー
ン
で
声
を
掛
け
た
選
手
ら
は
、
意
外

と
気
さ
く
に
応
じ
た
。「
元
帥
様
の
愛
に

よ
り
練
習
で
き
て
い
る
」「
北
と
南
が
一
緒

に
な
れ
れ
ば
」な
ど
、「
模
範
回
答
」が
中

心
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
で

失
格
と
な
り「
こ
れ
で
は
満
足
で
き
ま
せ

ん
」と
語
っ
た
女
子
選
手
の
、
ご
く
自
然

な
笑
顔
は
印
象
に
残
っ
た
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
女
子
の
南
北
合
同
チ

ー
ム「
コ
リ
ア
」の
試
合
に
訪
れ
た
北
朝

鮮
応
援
団
は
、
試
合
の
合
間
の
イ
ベ
ン
ト

中
も
、
お
構
い
な
し
に
応
援
を
続
け
、
客

席
に
違
和
感
が
漂
っ
た
。「
美
女
」の
枕

詞
も
付
く
一
団
だ
が
、
近
年
、
女
性
の
自

立
を
重
視
す
る
韓
国
で
は「
女
性
を
政
治

宣
伝
の
道
具
に
し
た
」と
の
否
定
的
な
見

方
も
あ
る
。
韓
国
で
か
つ
て
の
よ
う
な
フ

ィ
ー
バ
ー
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

日
本
戦
の
み
ブ
ー
イ
ン
グ

注
目
の「
日
韓
対
決
」で
は
韓
国
側
の

反
応
を
取
る
役
回
り
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
女
子
で
優
勝
し
た
小
平
奈
緒
選
手
と
、

韓
国
の
李イ

相サ
ン

花フ
ァ

選
手
が
見
せ
た
抱
擁
は
、

韓
国
で
も
今
大
会
の
名
場
面
の
一
つ
で
、

現
場
の
韓
国
記
者
は「
小
平
選
手
の
人
間

性
に
関
心
が
高
ま
っ
た
」と
語
っ
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
女
子
の
韓
国
代
表
は「
ニ

ン
ニ
ク
少
女
」の
愛
称
で
国
民
的
人
気
を

得
る
中
、
準
決
勝
の
日
本
戦
は
異
様
に
盛

り
上
が
っ
た
。
韓
国
の
シ
ョ
ッ
ト
が
成
功

す
る
た
び
に
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
の
大
歓

声
。
日
本
の
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に「
あ
り
が

と
う
！
」
と
日
本
語
で
叫
ぶ
観
客
も
い

た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で「
コ
リ
ア
」の

試
合
は
全
て
見
た
が
、
相
手
選
手
の
反
則

に
大
き
な
ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
き
た
の
は
日

本
戦
の
み
。
日
本
の「
ア
ウ
ェ
ー
感
」は

他
国
に
比
べ
強
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

指
先
の
感
覚
な
く
な
る
寒
さ

苦
労
し
た
の
は
、
や
は
り
寒
さ
。
開
会

式
の
夜
は
氷
点
下
４
度
ほ
ど
と
比
較
的

「
温
か
く
」な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
外
の

記
者
席
で
原
稿
を
書
き
続
け
る
と
指
は
動

き
づ
ら
く
な
っ
た
。屋
外
の
デ
モ
や
公
演
、

北
朝
鮮
の「
三
池
淵
管
弦
楽
団
」の
出
待

ち
な
ど
の
際
、
手
足
の
指
先
の
感
覚
が
な

く
な
る
ほ
ど
冷
え
た
。

校
生
ら
は
だ
い
た
い「
学
校
の
方
で
…
」

と
答
え
た
。
か
ね
て
懸
念
さ
れ
た「
関
心

の
低
さ
」が
根
本
的
に
解
決
さ
れ
た
と
は

言
い
難
い
よ
う
だ
っ
た
。
北
朝
鮮
参
加
を

巡
っ
て
は
、
緊
張
緩
和
に
つ
な
が
っ
た
と

の
評
価
が
あ
る
一
方
、
五
輪
に
詳
し
い
同

僚
は「
今
回
ほ
ど
政
治
が
絡
ん
だ
五
輪
は

珍
し
い
」と
振
り
返
っ
た
。

警
察
の
取
材
対
応
に
は
好
印
象

一
方
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
み
な
親

切
だ
っ
た
。
対
応
力
に
ば
ら
つ
き
は
あ
っ

た
が
、「
分
か
ら
な
い
」と
た
ら
い
回
し

に
す
る
前
に
、
ま
ず
自
分
で
何
と
か
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
に
は
好
感
が
持
て
た
。

事
件
関
係
で
は
、ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
・

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
女
子
で
韓
国
選
手
を

破
っ
た
カ
ナ
ダ
選
手
に
対
す
る
ネ
ッ
ト
上

で
の
殺
害
予
告
、
入
場
券
販
売
を
偽
っ
た

詐
欺
な
ど
数
件
に
わ
た
り
警
察
に
当
た
っ

た
が
、
対
応
は
極
め
て
丁
寧
だ
っ
た
。
韓

国
で
は
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
五
輪
報
道
の

う
ち
、
日
本
メ
デ
ィ
ア
が
特
に
手
厳
し
い

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
警
察
官
も
取
材
は

不
快
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、「
お
疲

れ
さ
ま
」「
分
か
ら
な
い
こ
と
は
何
で
も
聞

い
て
」と
応
じ
て
く
れ
た
担
当
者
に
頭
が

下
が
っ
た
。

な
が
お
・
か
ず
ふ
み
▼
₂
₀
₀
₃
年
入
社
　
神

戸
支
局
　
佐
賀
支
局
　
福
岡
支
社
　
外
信
部

な
ど
を
経
て
₁₄
年
₁₁
月
か
ら
ソ
ウ
ル
支
局

日本戦でゴールを喜ぶ韓国と北朝鮮の合同チーム
「コリア」の選手たち（２月14日／共同通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

寒
さ
も
影
響
し
て
か
、
ス

キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
な
ど
酷
寒
の

競
技
会
場
で
は
空
席
が
目
立

っ
た
。
観
客
が
ス
タ
ン
ド
の

裏
で
暖
を
取
る
姿
も
見
ら
れ

た
。
大
会
全
体
の
チ
ケ
ッ
ト

販
売
は
目
標
を
上
回
っ
た
と

い
う
が
、
各
会
場
に
は
団
体

客
が
多
く
、
取
材
の
中
で
チ

ケ
ッ
ト
を
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
入
手
し
た
か
聞
く
と
、
高
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コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
問
題�

山
口

　学（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
経
済
部
）

変
質
す
る
仮
想
通
貨

〝
未
来
の
通
貨
〟は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か

「
ネ
ッ
ト
で
大
変
な
話
が
出
て
い
ま

す
！
　
す
ぐ
、
Ｎ
Ｃ（
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
）に
来
ら
れ
ま
す
か
？
」

１
月
26
日
午
後
。
経
済
部
の
居
室
で
ま

ど
ろ
ん
で
い
た
私
に
入
っ
た
連
絡
が
コ
イ

ン
チ
ェ
ッ
ク
報
道
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

足
早
に
Ｎ
Ｃ
に
上
が
っ
て
ま
ず
目
に
し

た
の
が「
約
５
８
０
億
円
が
送
金
さ
れ
て

い
る
…
」と
い
う
謎
の
ツ
イ
ー
ト
。

そ
し
て
、「
Ｎ
Ｅ
Ｍ（
ネ
ム
）の
入
金
、
出

金
、
売
買
を
停
止
し
て
い
る
」と
い
う
コ

イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
社
の
ツ
イ
ー
ト
だ
っ
た
。

５
８
０
億
？
　
Ｎ
Ｅ
Ｍ
？
　
何
だ
か
よ

く
分
か
ら
な
い
が
こ
れ
は
大
ご
と
に
な

る
。私

は
直
ち
に
出
稿
す
る
よ
う
現
場
に
指

示
し
た
。
し
か
し
、
記
者
が
コ
イ
ン
社
に

問
い
合
わ
せ
て
も
な
し
の
つ
ぶ
て
。

そ
う
こ
う
す
る
間
に
金
融
庁
が
事
実
関

係
を
調
査
と
い
う
情
報
が
入
り
、ま
ず
は
、

コ
イ
ン
社
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
明
ら
か

に
し
て
い
る
事
実
を
ベ
ー
ス
に
出
稿
し
た

の
が
立
ち
上
が
り
だ
っ
た
。

そ
の
後
コ
イ
ン
社
は
、
深
夜
に
な
っ
て

会
見
し
、
不
正
ア
ク
セ
ス
で
５
８
０
億
円

相
当
の
Ｎ
Ｅ
Ｍ
が
流
出
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
報
道
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
し
、
そ
の
余
波
は
問
題
発
覚
か
ら
１
カ

月
が
た
っ
た
今
も
続
い
て
い
る
。

悩
ま
し
い
難
解
な
用
語
の
説
明

コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
問
題
を
報
じ
て
い
く

上
で
頭
を
悩
ま
す
の
が
、
仮
想
通
貨
な
ら

で
は
の
専
門
用
語
の
数
々
だ
。

私
は
長
年
、
金
融
取
材
に
携
わ
っ
て
き

た
が
、仮
想
通
貨
の
知
識
は
初
級
者
。「
Ｎ

Ｅ
Ｍ
」も
初
耳
だ
っ
た
。

「
仮
想
通
貨
」や「
交
換
会
社
」自
体
、

ニ
ュ
ー
ス
で
の
伝
え
方
が
難
し
い
の
に
、

今
回
の
問
題
で
は
、「
ホ
ッ
ト
／
コ
ー
ル

ド
ウ
ォ
レ
ッ
ト
」「
マ
ル
チ
／
シ
ン
グ
ル
シ

グ
」等
々
、
技
術
的
な
用
語
が
頻
出
す
る
。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
Ｎ
Ｅ
Ｍ
の
流
出
原
因
に

か
か
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
に
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
。仮
想
通
貨
の
難
解
な
用
語
・

仕
組
み
を
ど
う
説
明
す
れ
ば
、
ミ
ス
リ
ー

ド
す
る
こ
と
な
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
の
か
。
当
事
者
や
専
門
家
の
取
材

を
踏
ま
え
、
コ
メ
ン
ト
、
映
像
、
模
式
図

な
ど
を
一
つ
一
つ
考
え
る
日
々
だ
。

ま
た
、
当
事
者
で
あ
る
コ
イ
ン
社
へ
の

情
報
取
材
も
難
題
だ
。
渦
中
の
幹
部
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
無
論
、
被
害
者
へ
の
補
償

と
い
う
重
要
な
決
定
を
何
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

も
な
く
未
明
に
突
然
、
し
か
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
だ
け
で
公
表
す
る
な
ど
、
悪
戦
苦

闘
が
続
い
て
い
る
。

巨
額
流
出
問
題
が
投
げ
か
け
る
も
の

「
昭
和
の
３
億
円
事
件
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な

い
ね
」。
私
の
周
り
で
は
、
そ
ん
な
感
想

も
聞
か
れ
る
。
被
害
総
額
５
８
０
億
円
、

被
害
者
総
数
26
万
人
は
確
か
に
前
代
未

聞
。
た
だ
、
被
害
者
は「
悔
し
い
！
」「
裏

切
ら
れ
た
！
」と
言
い
つ
つ「
こ
れ
か
ら

も
仮
想
通
貨
に
投
資
し
て
い
く
」と
答
え

る
。
問
題
発
覚
後
、
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の

本
社
前
に
は
20
代
～
30
代
と
見
受
け
ら
れ

る
若
者
が
多
く
集
ま
っ
た
。
高
度
成
長
、

バ
ブ
ル
と
は
無
縁
で
、
長
き
に
わ
た
る
低

成
長
時
代
を
歩
ん
で
き
た
世
代
に
と
っ

て
、
仮
想
通
貨
は
自
ら
育
て
、
生
み
出
す

こ
と
も
で
き
る〝
宝
の
山
〟で
あ
っ
た
り

す
る
の
で
は
…
。
取
材
を
通
じ
、
そ
ん
な

思
い
に
か
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
仮
想
通

貨
の〝
変
質
〟だ
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、

安
価
な
コ
ス
ト
で
送
金
で
き
る
新
た
な
決

済
手
段
と
し
て
登
場
し
た
仮
想
通
貨
。
と

こ
ろ
が
今
や
仮
想
通
貨
は
、
投
機
対
象
と

し
て
の
性
格
が
強
ま
り
、
犯
罪
収
益
の
マ

ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
悪
用
も
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
財
政
危
機
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
が
原
油
を
担
保
に
し
た
仮
想
通
貨

「
ペ
ト
ロ
」を
発
行
す
る
な
ど
、
い
わ
ば

〝
錬
金
術
〟の
手
段
と
し
て
も
論
議
を
呼
ん

で
い
る
。

日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
が
規
制
強
化

の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
る
な
か
、〝
未
来

の
通
貨
〟と
も
期
待
さ
れ
る
仮
想
通
貨
は

今
後
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
そ
し
て
、
社

会
・
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
今
回
の
問
題
は

大
き
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

や
ま
ぐ
ち
・
が
く
▼
₁
₉
₉
₂
年
入
局
　
財
研

キ
ャ
ッ
プ
　
金
融
・
民
間
総
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を

経
て
　
₂
₀
₁
₅
年
か
ら
経
済
部
デ
ス
ク

主な仮想通貨のロゴ　中央がＮＥＭ（ＮＨＫ提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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福井県の大動脈である国道₈号は大雪で立ち往生する
車で₆₆時間にわたってマヒした（２月６日／福井新聞社提供）

地元メディアの視点から� 福井 発

今
思
え
ば
全
く
高
を
く
く
っ
て
い
た
。

一
部
の
気
象
予
報
会
社
は
過
去
の
豪
雪
並

み
の
大
雪
に
な
る
と
警
告
し
て
い
た
。
事

前
に
社
長
以
下
役
員
、
各
局
幹
部
が
集
ま

っ
て
対
応
を
検
討
し
た
。
そ
れ
で
も
半
信

半
疑
。
何
せ
、
毎
冬
大
雪
警
報
が
出
さ
れ

て
も
福
井
市
で
は
せ
い
ぜ
い
20
～
30
㌢
し

か
積
も
ら
な
い
。「
雪
国
福
井
」と
い
う

言
葉
は
市
民
意
識
の
中
で
死
語
に
な
っ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
…
。

■
記
者
が
家
か
ら
出
ら
れ
な
い

２
月
５
日
深
夜
か
ら
福
井
県
の
北
部
を

襲
っ
た
大
雪
は
６
日
昼
ま
で
に
福
井
市
で

１
３
０
㌢
を
超
え
た
。
暗
い
う
ち
に
起
き

て
市
内
の
自
宅
か
ら
車
を
出
そ
う
と
し
た

も
の
の
、
既
に
80
㌢
ほ
ど
積
も
っ
た
雪
に

阻
ま
れ
断
念
。
趣
味
の
釣
り
用
に
買
っ
た

防
寒
着
を
着
込
み
、
ス
パ
イ
ク
ブ
ー
ツ
を

は
い
て
徒
歩
で
社
に
向
か
っ
た
。
入
社
36

年
目
に
し
て
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

１
時
間
ほ
ど
し
て
社
に
着
く
と
、
早
出

を
指
名
し
て
い
た
記
者
が
家
か
ら
出
ら
れ

な
い
。
県
庁
や
福
井
市
役
所
に
は
何
人
か

が
歩
い
て
た
ど
り
着
き
、
断
片
情
報
は
入

っ
て
い
る
。
通
勤
途
中
の
記
者
、
カ
メ
ラ

マ
ン
は
そ
の
ま
ま
動
け
る
範
囲
で
取
材
を

始
め
て
い
る
と
の
報
告
。
大
雪
の
現
場
が

１
カ
所
に
特
定
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
逆

に
ど
こ
を
撮
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
混
乱
状

態
だ
ろ
う
…
。
写
真
を
押
さ
え
ら
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
。

午
前
９
時
の
幹
部
会
議
で
は
、
減
ペ
ー

ジ
し
た
上
で
降
版
時
間
を
繰
り
上
げ
る
こ

と
を
確
認
。
肝
心
な
の
は
運
送
業
者
に
委

託
し
て
い
る
新
聞
発
送
ト
ラ
ッ
ク
が
社
に

到
着
で
き
る
か
ど
う
か
。
状
況
に
よ
っ
て

は
早
版
紙
面（
県
南
部
地
域
が
対
象
）の

代
行
印
刷
を
京
都
新
聞
に
要
請
す
る
―
と

決
ま
っ
た
。
編
集
局
か
ら
出
席
し
て
い
た

わ
れ
わ
れ
に
緊
張
が
走
っ
た
。

京
都
新
聞
と
の
協
定
で
は
代
行
印
刷
は

本
紙
16
㌻
で
カ
ラ
ー
面
は
４
枚
の
み
。
降

版
時
間
は
異
次
元
の
設
定
に
な
る
。
普
段

な
ら
夜
勤
の
整
理
記
者
が
夕
食
を
取
り
、

そ
ろ
そ
ろ
体
裁
を
考
え
よ
う
か
と
い
う
時

間
帯
ま
で
に
全
て
の
版
デ
ー
タ
を
送
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
会
議
が
終
わ
る
の
を

待
た
ず
、
内
外
勤
を
担
当
す
る
２
人
の
局

次
長
は
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

■
大
動
脈
は
マ
ヒ
状
態

こ
の
と
き
既
に
福
井
県
と
石
川
、
滋
賀

を
結
ぶ
北
陸
自
動
車
道
は
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
同
じ
く
物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
国

道
８
号
で
は
、
最
終
的
に
１
５
０
０
台
も

の
車
が
立
ち
往
生
す
る
大
渋
滞
が
静
か
に

進
ん
で
い
た
。

午
後
２
時
、
国
道
８
号
の
立
ち
往
生
解

消
の
た
め
県
が
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要

請
す
る
に
及
ん
で
事
態
の
深
刻
さ
が
分
か

っ
て
き
た
。
福
井
市
内
の
道
路
が
車
で
埋

ま
り
、
記
者
が
移
動
で
き
る
空
間
は
限
ら

れ
る
。
間
断
な
く
降
る
雪
で
ヘ
リ
も
飛
べ

な
い
。
各
地
の
状
況
は
行
政
情
報
に
頼
る

し
か
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

代
行
印
刷
の
要
請
が
決
ま
っ
た
。
正
式

決
定
に
備
え
、
減
ペ
ー
ジ
で
浮
い
た
整
理

記
者
を
残
る
紙
面
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
、

整
理
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
。
原
稿
の

少
な
さ
は
写
真
グ
ラ
フ
で
カ
バ
ー
す
る
―

な
ど
を
決
め
て
い
た
。
最
終
的
に「
福
井

37
年
ぶ
り
１
３
０
㌢
超
」の
大
見
出
し
が

１
面
に
躍
る
紙
面
が
出
来
上
が
っ
た
。

し
か
し
翌
７
日
以
降
、
刷
り
上
が
っ
た

新
聞
を
配
達
で
き
な
い
地
域
が
県
北
部
の

広
範
囲
に
及
ん
だ
。
配
達
員
が
販
売
店
ま

で
来
ら
れ
な
い
。
生
活
道
路
の
除
雪
が
進

ま
ず
読
者
宅
に
た
ど
り
つ
け
な
い
。
配
達

員
の
車
の
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
…
と
い
っ
た

報
告
が
読
者
局
か
ら
相
次
い
だ
。
お
わ
び

の
意
味
を
込
め
、
有
料
電
子
版「
Ｄ
刊
」

を
無
料
で
開
放
し
た
ほ
か
、
特
別
班
を
つ

く
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
情
報
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

２
月
６
日
か
ら
の
激
動
の
10
日
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。
編
集
局
全
員
が

よ
く
や
っ
て
く
れ
た
と
い
う
手
応
え
を
感

じ
つ
つ
、
で
き
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
し
て
い

る
。
点
検
検
証
を
進
め
、
こ
の
経
験
を
し

っ
か
り
つ
な
い
で
い
き
た
い
。

あ
だ
ち
・
よ
う
い
ち
ろ
う
▼
１
９
８
２
年
入
社
　

社
会
部
長
　
経
営
企
画
室
次
長
　
報
道
セ
ン

タ
ー
長
な
ど
　
15
年
７
月
か
ら
編
集
局
長

安達　洋一郎
（福井新聞社）

新・列島報告⓳　福井県

大雪対応 激動の10日間
降版繰上、代行印刷、電子版開放
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「
会
津
の
冬
」へ
い
ざ
な
う

　
　
　版
画
家
・
斎
藤
清
さ
ん

高
橋

　雅
行（
福
島
民
報
社
）

ナ
ー
レ
で
受
賞
す
る
な
ど
数
々
の
国
際
展

で
異
彩
を
放
ち
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る

版
画
家
と
し
て
名
を
刻
ん
だ
。
版
画
、
絵

画
な
ど
あ
ま
た
の
斎
藤
さ
ん
の
作
品
群
の

中
で
わ
た
く
し
が
特
に
引
か
れ
る
の
は
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
版
画「
会
津

の
冬
」シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

郷
里
の
会
津
で
あ
れ
、北
海
道
で
あ
れ
、

半
端
で
は
な
い
降
雪
量
は
生
活
の
足
か
せ

だ
っ
た
ろ
う
し
、
厄
介
者
で
も
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
斎
藤
さ
ん
が「
会
津
の
冬
」

で
描
く
雪
景
色
は
実
に
優
し
い
の
で
あ

里
へ
の
限
り
な
い
愛
情
を
刷
り
込
ん
だ
の

で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
雪
景
色
の
一

隅
に
、
採
り
残
さ
れ
た
赤
い
柿
の
実
が
ポ

ツ
ン
と
枝
に
た
た
ず
む
光
景
に
は
、
た
ま

ら
な
い
ほ
ど
の
郷
愁
を
そ
そ
ら
れ
る
。

ち
ょ
う
ど
80
歳
に
な
る
１
９
８
７（
昭

和
62
）年
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
か
ら
い
と

こ
の
住
む
会
津
の
柳や

な
い
づ津

町
に
転
居
し
た
。

当
時
、
わ
た
く
し
は
こ
の
町
も
守
備
範
囲

と
す
る
支
局
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
斎

藤
さ
ん
と
懇
意
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
を

得
た
。
縁
を
結
ん
で
く
だ
さ
っ
た
斎
藤
さ

ん
の
い
と
こ
の
渡
部
さ
ん
ご
夫
妻
へ
の
感

謝
の
念
は
今
も
消
え
な
い
。

「
俺
は
学
校
も
出
て
い
な
い
か
ら
、
学

術
的
な
こ
と
は
何
に
も
知
ら
な
い
が
、
同

じ
こ
と
を
続
け
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
常
に

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
」

偉
ぶ
ら
ず
、
飾
り
っ
気
の
な
い
ぼ
く
と

つ
と
し
た
人
柄
。
能
弁
で
は
な
い
が
、
言

葉
の
一
つ
一
つ
に
重
み
と
説
得
力
が
あ
っ

た
。

「
な
ぜ
雪
景
色
を
描
く
か
っ
て
…
。

雪
は
余
計
な
も
の
を
消
し
て
く
れ
る

し
、
描
き
た
い
も
の
だ
け
を
目
に
入
れ

て
く
れ
る
か
ら
。
そ
の
構
図
が
自
分
に

合
う
ん
だ
よ
」

「
会
津
の
冬
に
は
詩
情
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
悲
し
さ
が
漂
っ
て
い
る
。
生
活

の
厳
し
さ
、寂
し
さ
で
も
あ
る
の
か
な
」

強
力
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
な
ど
持
た
ず

と
も
、
自
身
の
感
性
を
信
じ
、
黙
々
と

彫
り
続
け
た
。そ
の
一
途
さ
も
魅
力
だ
。

あ
る
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で「
郷
里

を
描
い
て
多
く
の
人
々
か
ら
喜
ば
れ
、

作
品
が
愛
さ
れ
る
。
う
ら
や
ま
し
い
で

す
ね
」と
語
り
掛
け
た
ら
、
即
座
に
返

っ
て
き
た
。「
と
ん
で
も
な
い
。
制
作

は
苦
し
い
も
ん
だ
。
周
囲
の
期
待
が
大

き
く
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
」と
。
功
成

り
名
を
遂
げ
て
な
お
苦
し
み
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。

よ
り
深
く
、
よ
り
質
の
高
い
も
の
を

目
指
す
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
の
闘
い

が
あ
る
。
斎
藤
さ
ん
の
生
き
様
そ
の
も

の
が
わ
た
く
し
の
処
世
訓
で
あ
る
。

（
た
か
は
し・
ま
さ
ゆ
き
　
代
表
取
締
役
社
長
）

写
真
は
い
ず
れ
も
福
島
民
報
社
提
供

次
号
は
梅
野
修
さ
ん（
共
同
通
信

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

こ
の
冬
も
、
雪
と
闘
う
ニ
ュ
ー
ス
が

全
国
各
地
か
ら
舞
い
込
ん
だ
。
雪
国
に

住
む
一
人
で
は
あ
る
が
、
被
害
に
遭
っ

た
り
、
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
皆
さ
ま

に
は
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
た
い
。

雪
の
季
節
に
な
る
と
、
脳
裏
に
浮
か

ぶ
版
画
家
が
い
る
。
斎さ

い

藤と
う

清き
よ
しさ

ん
。
ど

れ
ほ
ど
の
知
名
度
が
あ
る
か
、
推
し
量

る
術
も
な
い
が
、
没
後
20
年
余
を
経
て

な
お
、
内
外
の
評
価
、
人
気
に
陰
り
は

な
い
。
作
品
に
接
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
拙
文
を
き
っ
か

け
に
、
ぜ
ひ
、
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
う
。

斎
藤
さ
ん
は
１
９
０
７（
明
治
40
）

年
、
福
島
県
の
会
津
坂ば

ん

下げ

町
に
生
ま
れ

た
。
幼
少
の
こ
ろ
、
家
族
と
北
海
道
に

移
り
、
炭
鉱
の
ま
ち
夕
張
や
札
幌
な
ど

で
育
っ
た
。
看
板
描
き
の
仕
事
な
ど
で

生
計
を
助
け
、
20
歳
を
過
ぎ
て
上
京
し

た
。以

後
、
職
を
経
な
が
ら
、
独
学
で
美

術
を
学
ん
だ
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン

独学で版画を学び、近代日
本を代表する作家となった
斎藤清さん

版画「会津の冬」シリーズの展示作品

る
。
屋
根
を
押

し
つ
ぶ
さ
ん
ば

か
り
の
雪
塊

も
、
ど
こ
か
丸

み
を
帯
び
た
風

情
で
、
人
々
を

苦
し
め
る
感
は

薄
い
。む
し
ろ
、

温
も
り
を
た
た

え
る
構
図
と
い

っ
て
い
い
。
古

リ レーエッセー
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１
９
９
０
年
夏
か
ら
２
年
間
、
特
派
員

と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
駐
在
し
た
。
１
９
８

９
年
後
半
に
雪
崩
を
打
っ
て
起
き
た
東
欧

改
革
を
受
け
、
ド
イ
ツ
・
東
欧
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
仕
事
だ
っ
た
。

ド
イ
ツ
統
一
や
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構

解
体
、
ユ
ー
ゴ
戦
争
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
分
裂
、
さ
ら
に
は
湾
岸
戦
争
や
ソ
連
崩

壊
直
後
に
生
ま
れ
た
ロ
シ
ア
の
経
済
改
革

ま
で
取
材
し
、
世
界
史
の
大
転
換
に
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
た
。

政
権
や
野
党
の
幹
部
、
政
治
、
経
済
の

識
者
か
ら
市
井
の
人
々
ま
で
幅
広
く
声
を

聴
き
、
ル
ポ
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
、
連

載
企
画
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
全
体
像
を
つ
か
み
、
近

い
将
来
ま
で
予
測
す
る
こ
と
が
、
あ
る
程

度
は
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
国
家
の

統
一
、
分
裂
、
独
立
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
盤
石
に
見
え
る
国
家
と
い
う
存
在
が

意
外
に
も
ろ
い
こ
と
も
実
感
し
た
。

90
年
10
月
２
日
の
ド
イ
ツ
統
一
前
夜
。

ベ
ル
リ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
周
辺

で
、統
一
を
祝
う
50
人
以
上
を
取
材
し
た
。

３
日
午
前
０
時
を
期
し
て
東
ド
イ
ツ
の
共

和
国
宮
殿（
国
会
議
事
堂
）に
掲
げ
ら
れ

て
い
た
同
国
国
旗
が
す
る
す
る
と
降
り
、

東
ド
イ
ツ
が
消
滅
し
た
瞬
間
を
目
撃
し

た
。そ

の
場
に
い
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
在
住
の
ド

イ
ツ
人
が「
国
を
失
う
な
ん
て
東
ド
イ
ツ

の
人
は
か
わ
い
そ
う
だ
」と
、
同
情
し
た
。

す
る
と
西
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
育
っ
た
と

い
う
友
人
が「
何
を
言
う
ん
だ
。
わ
れ
わ

れ
は
ず
っ
と
壁
に
囲
ま
れ
て
暮
ら
し
て
き

た
。
ド
イ
ツ
が
一
つ
に
な
る
ほ
ど
素
晴
ら

し
い
こ
と
は
な
い
」と
反
論
し
た
。
私
に

は
ど
ち
ら
の
気
持
ち
も
理
解
で
き
た
。

取
材
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
事
欠
か
な

い
。
中
で
も
90
年
末
、
ル
ー
マ
ニ
ア
革
命

１
周
年
の
取
材
で
体
験
し
た
小
さ
な
冒
険

旅
行
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
い
ま
振
り

返
っ
て
も
、
革
命
後
の
混
乱
や
人
々
の
意

識
が
鮮
烈
に
よ
み
が
え
る
。

◆
緊
迫
し
た
ル
ー
マ
ニ
ア
革
命
１
周
年

東
欧
で
唯
一
流
血
革
命
と
な
っ
た
ル
ー

マ
ニ
ア
。
革
命
１
周
年
を
記
念
す
る
市
民

集
会
が
90
年
12
月
21
日
昼
か
ら
、
ブ
カ
レ

ス
ト
大
学
広
場
で
２
万
人
を
集
め
て
開
か

れ
た
。

広
場
は
１
年
前
、
革
命
派
と
チ
ャ
ウ
シ

ェ
ス
ク
前
政
権
側
が
激
し
く
銃
撃
戦
を
繰

り
広
げ
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
場
所
。

集
会
は
犠
牲
者
の
追
悼
が
目
的
だ
が
、「
イ

リ
エ
ス
ク
新
大
統
領
は
共
産
主
義
を
捨
て

て
い
な
い
」と
の
疑
念
を
持
つ
市
民
た
ち

が「
第
二
の
革
命
」を
叫
び
、
夜
を
徹
し

て
行
わ
れ
た
。
翌
日
に
は
ゼ
ネ
ス
ト
に
ま

で
発
展
し
た
。

警
官
隊
が
遠
巻
き
に
し
、
誰
か
が
爆
竹

な
ど
で
挑
発
す
れ
ば
銃
撃
戦
が
始
ま
り
そ

う
な
気
配
。
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
位
置

を
考
え
、
取
材
を
進
め
た
。

一
連
の
取
材
を
終
え
、
23
日
、
空
路
ウ

ィ
ー
ン
に
帰
る
予
定
だ
っ
た
が
、
ス
ト
で

空
港
が
閉
鎖
さ
れ
た
。
現
地
に
い
る「
赤

旗
」支
局
長
に
相
談
す
る
と「
国
際
列
車

は
動
い
て
い
る
が
、
や
め
た
方
が
よ
い
」

と
忠
告
さ
れ
た
。

彼
の
友
人
が
数
日
前
に
列
車
で
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
に
入
っ
た
際
、
国

境
で
男
た
ち
が
乗
り
込
ん
で
来
た
。
酒
を

勧
め
ら
れ
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
目
が
覚

め
る
と
財
布
が
な
い
う
え
、
も
の
す
ご
い

形
相
で
に
ら
ま
れ
、
何
も
言
え
な
か
っ
た

―
と
い
う
。
革
命
後
の
混
乱
で
警
察
力
が

弱
ま
り
、
国
境
周
辺
で
は
犯
罪
が
頻
発
し

て
い
る
そ
う
だ
。

列
車
だ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
経
由
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
飛
行
機
で
来
た
私
は
同
国

の
ビ
ザ
も
持
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
い
つ
ま
で
も
ブ
カ
レ
ス
ト
に
い

る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
意
を
決
し
列
車

東
欧
革
命
後
の
混
乱
取
材

　
　
波
瀾
万
丈
の
出
国
劇
も

�

岡
田

　実
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に
乗
る
こ
と
に
し
た
。
安
全
な
一
等
寝
台

を
確
保
で
き
れ
ば
、
と
車
掌
に
50
ド
ル
の

チ
ッ
プ
を
渡
し
た
。
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア

で
は
結
構
な
額
だ
。
彼
は「
ビ
ザ
は
列
車

内
で
取
れ
る
」と
言
い
、
丁
重
に
も
私
を

駅
長
室
に
案
内
し
た
。

◆
ビ
ザ
な
く
列
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
る

列
車
は
23
日
午
後
７
時
発
ブ
ダ
ペ
ス
ト

行
き
の
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
。
と
こ
ろ
が
一

向
に
出
な
い
。
夜
中
の
２
時
を
回
る
と
10

数
人
の
乗
客
が
駅
長
室
に
押
し
か
け
て
き

た
。
一
人
で
い
た
私
に
口
々
に
ま
く
し
た

て
る
。
列
車
の
遅
れ
を
憤
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
が
、
言
葉
を
解
し
な
い
ア
ジ
ア
人
相

手
で
は
ら
ち
が
明
か
な
い
。
彼
ら
は
早
々

に
引
き
上
げ
た
。

や
っ
と
出
発
し
た
の
は
24
日
午
前
５

時
。
実
に
10
時
間
遅
れ
だ
。
寝
台
車
に
乗

り
込
ん
だ
ら
大
変
な
オ
ン
ボ
ロ
。
こ
れ
が

世
界
に
名
高
い
オ
リ
エ
ン
ト
急
行
か
と
が

く
然
と
し
た
。
部
屋
に
ル
ー
マ
ニ
ア
人
２

人
が
イ
コ
ン（
聖
画
像
）を
た
く
さ
ん
抱

え
て
乗
り
込
ん
で
き
た
。
手
ま
ね
で
話
す

と
、
イ
コ
ン
を
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
売
る
の
が

目
的
な
よ
う
だ
。

10
時
間
ほ
ど
走
り
、
午
後
３
時
、
国
境

近
く
の
ク
ル
テ
ィ
チ
駅
に
着
い
た
。
ル
ー

マ
ニ
ア
の
旅
券
係
が
来
て
２
人
を
列
車
か

ら
降
ろ
し
た
。イ
コ
ン
を
調
べ
る
ら
し
い
。

２
人
が
無
事
戻
っ
て
来
た
の
で「
よ
か
っ

た
ね
」と
合
図
し
た
。
次
に
ハ
ン
ガ
リ
ー

側
の
旅
券
係
が
入
っ
て
来
て
ビ
ザ
を
見
せ

ろ
と
言
う
。「
列
車
内
で
取
れ
る
は
ず
だ
」

と
言
っ
た
が
、
有
無
を
言
わ
せ
ず
、
今
度

は
私
が
降
ろ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

荷
物
を
持
ち
あ
ぜ
ん
と
立
っ
て
い
る
と
、

車
窓
か
ら
乗
客
が「
ビ
ザ
な
ら
国
境
で
取

れ
る
ぞ
」と
、
ド
イ
ツ
語
で
話
し
か
け
て

き
た
。
国
境
ま
で
は
60
㌔
あ
る
と
い
う
。

そ
の
う
ち
数
人
の
男
が
寄
っ
て
来
た
。

国
境
ま
で
運
ぶ
白
タ
ク
ら
し
い
。
そ
の
中

に
英
語
が
で
き
る
30
代
半
ば
の
青
年
が
い

た
の
で
、
迷
わ
ず
彼
を
選
ん
だ
。

日
が
落
ち
か
け
て
い
て
、
荒
れ
た
畑
地

帯
を
走
り
続
け
た
。
下
手
す
れ
ば
身
ぐ
る

み
は
が
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

す
る
と
彼
の
方
か
ら「
日
本
で
は
ク
リ

ス
マ
ス
を
祝
う
の
か
？
」と
、
聞
い
て
き

た
。
そ
う
だ
。
今
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

だ
っ
た
。

彼
は「
今
日
は
特
別
な
日
だ
。
チ
ャ
ウ

シ
ェ
ス
ク
時
代
は
祝
え
な
か
っ
た
が
、
初

め
て
祝
え
る
。
あ
な
た
を
送
っ
た
ら
早
く

家
に
帰
り
た
い
。
妻
と
娘
が
ケ
ー
キ
を
焼

い
て
待
っ
て
い
る
か
ら
」と
、
答
え
た
。

彼
は
、
ド
イ
ツ
系
ル
ー
マ
ニ
ア
人
で
、

電
車
の
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
の
技
師
。
高
圧
電

線
を
扱
う
危
険
な
仕
事
で
、
白
タ
ク
は
副

業
と
い
う
。
カ
ネ
を
た
め
家
族
で
ド
イ
ツ

に
旅
行
す
る
の
が
夢
だ
―
と
熱
っ
ぽ
く
語

っ
た
。

国
境
に
着
い
た
。
薄
暗
か
っ
た
が
原
野

が
広
が
り
、
柵
の
向
こ
う
に
小
屋
の
よ
う

な
入
国
管
理
事
務
所
が
ポ
ツ
リ
と
立
っ
て

い
る
。
門
扉
は
無
人
で
、
歩
い
て
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
入
っ
た
。

そ
こ
で
ビ
ザ
を
取
得
で
き
た
も
の
の
、

こ
こ
か
ら
最
寄
り
駅
の
ベ
ー
ケ
シ
ュ
チ
ャ

バ
ま
で
さ
ら
に
50
㌔
。
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん

で
も
ら
い
、
ひ
た
走
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
通
貨
フ
ォ
リ
ン
ト
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
い
ろ
い
ろ
も
め
た

が
、
ベ
ー
ケ
シ
ュ
チ
ャ
バ
か
ら
３
時
間
列

車
に
揺
ら
れ
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
東
駅
に
着
い

た
の
は
夜
中
の
12
時
を
回
っ
て
い
た
。
ホ

テ
ル
を
数
件
回
り
、
泊
め
て
く
れ
る
場
所

を
や
っ
と
見
つ
け
た
。

翌
日
早
朝
、ブ
ダ
ベ
ス
ト
駅
に
行
く
と
、

イ
コ
ン
売
り
の
２
人
に
出
会
っ
た
。
私
を

心
配
し
て
く
れ
て
い
て
、
思
わ
ず
３
人
で

抱
き
合
っ
て
し
ま
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
到
着
は
25
日
昼
。
空
路
な
ら

２
時
間
足
ら
ず
の
行
程
が
、
２
日
近
く
か

か
る
長
い
長
い
旅
だ
っ
た
。
も
し
列
車
が

定
刻
に
出
て
い
た
ら
、
ク
ル
テ
ィ
チ
に
着

い
た
の
は
真
っ
暗
な
午
前
５
時
。
物
騒
な

時
間
帯
で
、
列
車
の
遅
れ
が
か
え
っ
て
幸

い
し
た
。

◆
ブ
カ
レ
ス
ト
再
訪
　
大
統
領
銃
殺
を
問
う

92
年
５
月
に
ブ
カ
レ
ス
ト
を
再
訪
し
、

革
命
政
権
で
首
相
を
務
め
た
ペ
ト
レ
・
ロ

マ
ン
救
国
戦
線
議
長
に
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
。
イ
リ
エ
ス
ク
大
統
領
と
前
年
秋

に
袂
を
分
か
っ
て
お
り「
鉱
山
労
働
者
の

暴
動
を
利
用
し
て
私
を
政
府
か
ら
追
い
出

し
た
」と
、
同
大
統
領
を
厳
し
く
批
判
し

た
。
政
治
情
勢
は
依
然
、
安
定
に
は
ほ
ど

遠
か
っ
た
。

彼
に「
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
前
大
統
領
の

銃
殺
に
関
与
し
た
か
？
」
と
聞
い
て
み

た
。
簡
易
裁
判
の
直
後
に
処
刑
さ
れ
た
こ

と
に
世
界
中
か
ら
批
判
が
出
て
い
た
か
ら

だ
。
ロ
マ
ン
氏
は「
す
ぐ
処
刑
さ
れ
た
こ

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
、
否
定
し
た
。

ル
ー
マ
ニ
ア
の
み
な
ら
ず
東
欧
各
国

で
、自
分
た
ち
の
行
く
末
を
真
剣
に
考
え
、

変
革
に
伴
う
困
難
な
中
で
も
家
族
を
愛

し
、
し
た
た
か
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る

人
々
に
数
多
く
出
会
え
た
。
こ
れ
が
私
の

財
産
に
な
っ
て
い
る
。

革命₁周年を記念する市民集会の前に犠牲者へ哀悼の意を捧
げる市民たち（ルーマニア・ブカレスト大学広場/199０年1２月/筆者撮影）
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　女房の介護もあり退会していました
が、その女房は昨年死去、独居老人に
なってしまいました。家に引きこもっ
てばかりでは精神的に参るので再入会
しました。当クラブには1983年に入会
しましたので30年を超えて在籍してい
ます。よろしくお願いします。

吉
よし

原
はら

　勇
いさむ

1964年毎日新聞入社。西部本社代
表室長、下野新聞取締役東京支社長
など。現在、総合政策研究会理事。

新しいOB会員

■官僚たちのアベノミクス――異形の経済政策
はいかに作られたか 軽部謙介（時事通信社解説委員）

国家意思形成の舞台裏に迫る 権力
を持つ側と、行使される側は、立場
が違う。「ペンタゴン・ペーパーズ事
件」の米最高裁判決でブラック判事
が述べた有名な箴言もこう説く。
　報道の自由が保障されるのは、統
治する者ではなく統治される者に奉

仕するからだ―。
　それゆえわれわれの基本任務は「権力の監
視」。事実を積み上げ国家意思の形成プロセスを
解剖する試みは、その表現形態の一つだろうと
考えている。この本が「統治される者」に奉仕で
きているなら本望です。

岩波新書
929円

■ルポ　最期をどう迎えるか
� 　共同通信社・生活報道部
老いと死、丹念に取材　高齢化に伴
い、年間130万人以上が亡くなる「多
死社会」に突入した日本。老いの最
期に人々は何を思うのか。自宅で親
を看取った家族、延命治療を巡る葛
藤、ひとり身で逝く選択…。共同通

信の取材班が「死」に真正面から向き合い、ルポ
した連載記事を１冊にまとめた。介護施設での
看取りの実践や救急現場の実態、ホームホスピ
スの試みなども収録。識者インタビューを交え、
最期まで自分らしく生きるためのヒントを探る。

岩波書店
1,512円

マイBOOKマイPR

「ペンタゴン・ペーパーズ｣感想をお寄せください

　終了後、ロビーは高揚した会員たちの興奮に
包まれた。冗舌に感想を語り合う光景もあった。
　上映素材がクラブ10階ホールで対応できない
とわかり試写会を諦めかけたところに、配給の
東宝東和の厚意で、クラブ初の外部ホール貸し
切りの試写会が実現した。しかも昼夜2回。案
内を出した3日後には、昼の部は定員167人に
達して抽選に。20人強が夜の部に回った。
　余韻は翌日以降も続いた。ラウンジのあちこ
ちで話題に。ニクソン政権下で繰り広げられた
「国家vs新聞」の攻防から50年近くたつが、ノス
タルジーだけではないのだろう。IT時代、スク
ープの手法は変わった？ 国家の監視もデジタ
ル手段で巧妙になり、報じるリスクが増したよ
うにも感じる。だからこそ、この映画に勇気を
もらい、覚悟を新たにしたということだろうか。
ジャーナリズムの心意気は変わるまい。
　こんなに反響が大きかった試写会は初めてだ
った。会報（3㌻）だけでなく、ウェブサイトの
「取材ノート」にも特別ページを設けた。当時の
ワシントン特派員や晩年のブラッドリー・イン
タビュー等々が掲載されている。投稿歓迎です。
� （事務局・長谷川和子　hasegawa@jnpc.or.jp）

　「ハロー、ヨコタ」。
2月８日、ペンス米副
大統領は、米軍横田
基地で約2000人（主
催者発表）の在日米
軍兵士などにそう呼
びかけた。兵士への

感謝と激励と共に、北朝鮮の脅威への揺るぎな
い米政府の立場を明確にした。
　「北朝鮮へは警戒と決断をもって臨む。昨日、
表明した通り、彼らが核・ミサイル開発計画を
放棄するまで最大限の圧力をかけていく」
　20分弱の演説は、内容よりも演出が優先され
たようだ。舞台正面には、嘉手納基地へ暫定配
備されている最新鋭のステルス戦闘機Ｆ35Ａが
2機置かれ、その間に立つ副大統領の背には星
条旗が掲げられた。演説の１時間ほど前から、
基地所属のロックバンドがムードを盛り上げ
る。集まった兵士は高校の全校集会に参加する
生徒のようにもみえた。� （事務局・石川洋）

ペンス米副大統領　横田基地でスピーチ

　メディア界の現役記者とOBが自由に語り合
う「土曜サロン」が、この3月で発足以来100回
目を迎えます。同サロンは2001年に産経新聞元
編集局長の青木彰氏らが提唱、ジャーナリズム
が抱える課題や問題点についてテーマを設定
し、議論をしてきました。いかなるテーマも、
その問題意識は常に「ジャーナリズムはいかに
あるべきか」でした。
　100回を記念して「これからのジャーナリズム」
をテーマに、シンポジウムを開きます。パネリ
ストに評論家の武田徹氏とジャーナリストの津
田大介氏を招き、サロン世話人の中江利忠氏（朝
日OB）、小田貞夫氏（NHKOB）も加わって議論
を深めます。皆さまの参加をお待ちします。
日時：3月31日（土）13：30 ～ 16：30
場所：プレスセンター 10階ホール（入場無料）
参加希望者はhashiby0417@yahoo.co.jp（橋場）
に3月26日（月）までにご連絡ください。

土曜サロン100回記念
シンポジウム開催のお知らせ
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会クラブの電話　ダイヤルイン

春の歓送迎会プランがお得です　4/28まで

　料理が洋食８品にお寿司とおそばがついて
3,240円のプランです。プラス1,404円で飲み放題
にできます。お部屋代込みでお一人6,000円以内
になります。社内の集まりなどにご利用くださ
い。お問い合わせはフロアマネジャーまで（03-
3503-2724）。

今後の行事予定（3/5現在）

22㊍ 18：00 ～ 19：35　10階ホール
試写会　「私はあなたのニグロではない」

26㊊

15：00 ～ 16：30　10階ホール
著者と語る『評伝　石牟礼道子―渚に立つひと―』
米本浩二毎日新聞西部本社記者
18：30 ～ 20：00　10階ホール
研究会「被害者報道を考える」②
武内大徳弁護士

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　弥生懐石（3/30まで）

　先付：帆立と春野菜のお浸し、粒貝わさび和え
お椀：あいなめくず打ち　造り：三点盛り　焼物：
甘鯛柚庵焼き　煮物：鴨ロース煮　揚物：白魚天
ぷら　食事：鯛めし　水菓子：季節の果物　グラ
ス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　季節のおすすめコース（4/28まで）

　前菜：コールドビーフのサラダ仕立て　スープ：
ハマグリのチャウダー　又は　ヴィシソワーズ　
メイン：桜鯛のポワレ　桜海老の押し麦のリゾッ
ト　デザート：桜アイス　イチゴ添え　パン、コ
ーヒー付き（3,780円）　ランチ、ディナー（土曜は
ランチのみ）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

　コラムのネタを探している方。まずはクラブのウェブ
サイトを検索してみませんか。トップページにあるメ
ニュー【これまでの記者会見】の中にある【会見検索】ペー
ジをご活用ください。氏名はもちろん、国別や研究会名
などでの検索が可能です。

https://www.jnpc.or.jp/HPの活用を
■会見検索をご利用ください

■２月の動画再生回数トップは（2/22現在）
　　会見動画で、2月中の再生回数が最も多か
ったのは、原晋・青山学院大学陸上競技部監
督（2月5日）でした。また、話題の「ビット
コイン」について、2014年3月19日に野口悠
紀雄・早大ファイナンス総合研究所顧問が話
した研究会も上位に。
■おすすめ動画
●俳人・金子兜太さん　会見詳録もあります
　　2月20日に死去した俳人の金子兜太さん
は、2010年5月28日にクラブの総会記念講演
で話しています。
●南アフリカ新旧大統領　2月15日に大統領に
就任したシリル・ラマポーザ氏は副大統領時
代の2015年８月25日に、辞任したジェイコブ・
ズマ氏は2013年6月4日に会見しています。

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,252人
⃝法人・個人賛助会員：61社・135人　⃝特別賛助会員：106人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：138人 計：194社・2,386人

委員長＝小林　毅
委　員＝梅原　季哉　大寺　廣幸　勝沼　直子
　　　　草間　嘉幸　小池　敏夫　河野　博子
　　　　仙石　伸也　高橋　雅哉　長友佐波子
　　　　吉岡　政道

（事務局：本庄五月　青山幹史）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

2017年報道写真展ラウンジで開催
　東京写真記者協会（新聞・通信など33社加盟）
は毎年、その年の優れた報道写真に対し協会賞
と各部門賞を贈っています。昨年の受賞作約20
点を集めた「2017年報道写真展」を3月27日（火）
から4月6日（金）までラウンジで開催します。

会員登録変更のお届けを
　異動の季節です。会員の入退会には所定の「変
更届」を事務局へお届けください。お問い合わ
せは事務局の村田（電話03-3503-2727　e-mail�　
murata@jnpc.or.jp）まで。役職変更のみの場合
もお知らせ願います。

＜訃報＞
　本多当一郎会員（日本テレビ出身、83歳）が2
月4日に、山田哲夫会員（中日新聞社元取締役・
論説担当、70歳）が同20日に、死去されました。
山田さんは2012年7月から15年5月までクラブ
の理事を務めました。ご冥福をお祈りいたします。

ロッカーの長期利用はご遠慮ください
　ロッカーは１日限りのご利用をお願いしてい
ます。長期間、荷物を放置しているケースがあ
るようです。限られたスペースを会員の皆さん
で有効にご利用いただくため、長期利用はご遠
慮ください。

　ニュースパーク（新聞博物館）が在英ジャーナ
リストの小林恭子さんを招き、「英国国立公文
書館から見える英国社会とメディア」をテーマ
に下記の通り講演会を開催します。
日時：3月25日（日）14：30 ～ 16：00
定員：70人
場所：ニュースパーク
参加希望者はメール（npevent@pressnet.jp）ま
たは往復はがき（〒231-8311　横浜市中区日本
大通11 日本新聞博物館）で、氏名・電話番号・
メールアドレスを記入のうえ、3月20日（火）ま
でにお申し込みください。

ニュースパーク　在英ジャーナリスト・
小林恭子さん講演会のご案内

■取材ノート　旅の記憶（ウェブ限定のエッセー）
●江口義孝会員「スペイン巡礼の旅」
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写
真
を
見
て
、「
絵
に
描
い
た
よ
う
な
」と
言

う
の
は
不
適
切
な
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、山
梨
県
・

河
口
湖
で
の
冬
の
花
火
大
会
を
撮
っ
た
こ
の
写
真

は
、
つ
い
そ
う
口
に
し
た
く
な
る
ほ
ど
見
事
な
構

図
の
美
し
い
作
品
で
あ
る
。

　
桐
山
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
富
士
山
が
月
明
り
に
照

ら
さ
れ
る
日
を
狙
っ
た
も
の
の
、
雲
や
花
火
の
煙

で
山
頂
部
が
覆
わ
れ
て
し
ま
う
な
ど
、な
か
な
か
、

満
足
で
き
る
一
枚
が
撮
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ

の
作
品
に
た
ど
り
着
く
ま
で
４
回
も
湖
畔
に
通
っ

た
と
、
記
事
に
は
あ
る
。

　
そ
う
い
え
ば
、
葛
飾
北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景
を

見
る
と
、
大
き
な
波
の
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え

る「
神
奈
川
沖
浪
裏
」や
、
丸
い
桶
の
枠
の
中
に

小
さ
な
姿
を
見
る「
尾
州
不
二
見
原
」な
ど
構
図

が
凝
り
に
凝
っ
て
い
る
。
こ
の
山
に
は
、
表
現
者

を
刺
激
し
て
や
ま
な
い
何
か
が
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
昔
か
ら
富
士
山
が
大
好
き
だ
。
日

本
一
の
高
さ
を
誇
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
そ
の
優

美
な
姿
に
見
と
れ
、
霊
峰
と
し
て
あ
が
め
る
。
一

方
で
、
銭
湯
の
絵
に
も
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
案
外
、〝
安
売
り
〟さ
れ
て
も
い
る
。

　
今
年
２
月
、
山
梨
、
静
岡
両
県
は
、
混
雑
を
緩

和
す
る
た
め
、
ピ
ー
ク
時
の
登
山
者
数
の
抑
制
を

目
指
す
案
を「
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
学
術
委
員

会
」に
示
し
た
。こ
の
ま
ま
で
は
、自
然
環
境
や
神

聖
さ
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
近
く
で
見
る
山
も
、
美
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
。

�

（
秦
野
　
る
り
子
）

霊
峰
に
挑
む
表
現
者

写
真
回
廊

冠
雪
し
た
富
士
山
と
冬
の
花
火
が﹁
共
演
﹂�

＝
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
　
１
月
27
日

撮
影
：
桐き

り

山や
ま

　弘こ
う

太た
（
産
経
新
聞
社
写
真
報
道
局
）
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